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　今月号では、地球温暖化
防止に対する特集を組みま
した。取材や関係資料を調
べる中で、自分自身の生活
を見直す部分も多々あり、
いかに今まで自分自身が資
源の無駄遣いをしていたか
に気付かされました。�
　私たち一人ひとりにでき
ることは限られていますが、
みんなが心がけることでそ
れは無限にも大きくなりま
す。これを機会にみなさん
も今までの生活を見直して
みませんか？�
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◎今月の表紙�

◎人口の動き�

■平戸市人口／38,563人（－56）�

　男性／18,128人（－23）�

　女性／20,435人（－33）�

■世帯数　14,538戸（＋8）�

※（ ）は、前月との比較�

平成19年６月1日現在�

　ピープルトゥピープル学生
大使の城下町歩きプログラム
「浴衣でミッション」からの一
コマ。�
　３人一組のグループに分か
れた学生大使は、まず按針の
館で浴衣に着替え、伝統菓子
の試食や書を書いてもらうな
どの９つの指令（ミッション）
に従い、商店街のみなさんら
と交流しました。�

 ５月から６月にかけて、
市内では、わんぱく相撲や
神社の奉納相撲など、各種
相撲大会が開催されました。
市外の人の話では、相撲の
大会がこんなに頻繁に開催
される地域は珍しいそうです。
地元の人が気付かない、意
外なところにその地域の特
色があるようです。平戸には、
まだ気付いていないたくさ
んの魅力があるはず。市民
のみなさん、小さなことで
も結構です。気付いたらぜ
ひ教えてください。�

▲夕日に映える大島村（大根坂・内出）の棚田�
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市政懇談会�
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きる懇談会ですので、たくさんのご参加をお待ちしていまきる懇談会ですので、たくさんのご参加をお待ちしています。�

市長と語る。市政を語る。�
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き、また、市政への理解を深めてもらうために、各地区で「市政懇談会」を

開催します。市長を交えて、市民のみなさんと市政について意見を交換し、
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と　き�

７月30日（月）　午後７時30分～�

８月３日（金）　午後７時30分～�

８月６日（月）　午後７時30分～�

８月９日（木）　午後７時30分～�

８月17日（金）　午後７時30分～�

８月20日（月）　午後７時30分～�

ところ�

生月船員福祉会館�

平戸文化センター�

市多目的研修センター�

田平町民センター�

市ふれあいセンター�

大島村離島開発総合センター�

対象地区�

生月地区�

北部地区�

南部地区�

田平地区�

中部地区�

大島地区�
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冷房の温度を１℃高く、�
　　　　　暖房の温度を１℃低く設定する�

１日５分間の�
　　　　　アイドリングストップを行う�

待機電力を50％削減する�

シャワーを１日１分家族全員が減らす�

風呂の残り湯を洗濯などに再利用する�

マイバッグを持ち歩き、�
　　　　　省包装の野菜を選ぶ�

家
庭
で
で
き
る
温
暖
化
対
策�

実
践
！
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％�

カーテンを利用して太陽光の入射を
調整したり、クールビズやウォーム
ビズを取り入れることにより冷暖房
の設定温度を工夫して過ごしましょう。�

駐車や長時間停車するときは、車の
エンジンを切りましょう。大気汚染
物質の排出削減にも寄与します。　
　 　 　 　 　 　 　 　 �

トレーやラップは家に帰れば、すぐ
ごみになります。買い物袋を持ち歩
けばレジ袋を減らせます。　　　　
　　　　�

洗濯や庭の水やりのほか、トイレの
水に使っている人もいます。残り湯
利用のために市販されているポンプ
を使うと便利です。�

主電源を切りましょう。長時間使わ
ないときはコンセントを抜きましょ
う。家電製品は、待機電力の少ない
物を選ぶようにしましょう。�

身体を洗っている間、お湯を流しっ
ぱなしにしないようにしましょう。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 �

ストップ！地球温暖化�ストップ！地球温暖化�ストップ！地球温暖化�ストップ！地球温暖化�
今、私たちにできること�今、私たちにできること�

地
球
温
暖
化
の�

　
　
　
　
メ
カ
ニ
ズ
ム�

　
温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
す
取
り
組
み
は
、

世
界
中
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
17
年

２
月
に
は
、
京
都
市
で
地
球
温
暖
化
防
止

京
都
会
議
（
第
３
回
気
候
変
動
枠
組
条
約

締
約
国
会
議
）が
開
催
さ
れ
、「
京
都
議
定

書
」
が
発
効
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
議
定

書
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
先
進
国
全
体

で
２
０
０
８
年
か
ら
２
０
１
２
年
ま
で
の

５
年
間
に
、
１
９
９
０
年
と
比
べ
て
、
平

均
５
・
２
％
減
ら
す
こ
と
を
義
務
と
し
て

い
ま
す
。
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
、
世

界
で
第
４
位
の
日
本
は
、
６
％
減
ら
す
こ

と
を
約
束
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
み
ん
な
で
止
め
よ

う
温
暖
化
」
を
合
言
葉
に
京
都
議
定
書
の

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
削
減
目
標
達
成
の

た
め
に
発
足
し
た
国
民
運
動
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
」
で
す
。

近
年
、
夏
の
軽
装
ス
タ
イ
ル
と
し
て
定
着

し
て
き
た「
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
」も
こ
の
取
り
組

み
に
よ
る
も
の
で
す
。�

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
決
し
て
難
し
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
、

一
人
ひ
と
り
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
資
源

化
、
ご
み
の
再
資
源
化
に
取
り
組
む
こ
と

で
す
。
環
境
の
大
切
さ
を
、
市
民
の
み
な

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
理
解
し
て
、
電
気
や

水
の
無
駄
遣
い
を
減
ら
し
た
り
、
自
家
用

車
の
利
用
を
控
え
た
り
す
る
こ
と
が
大
切

な
の
で
す
。�

　
こ
の「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
」で
は
、

誰
も
が
実
践
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
、
一
人
ひ
と
り
が
、
次
は
家
庭
、
職
場

へ
と
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
、
下
の
６
つ
の
取
り
組
み
か
ら
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
？�
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た
気

ど
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
こ
う
し
た
気

温
の
変
化
に
は
地
球
温
暖
化
が
原
因
で
あ

温
の
変
化
に
は
地
球
温
暖
化
が
原
因
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
地
球

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
地
球

温
暖
化
が
進
む
と
、
干
ば
つ
や
洪
水
な
ど

温
暖
化
が
進
む
と
、
干
ば
つ
や
洪
水
な
ど

の
異
常
気
象
が
増
え
た
り
、
生
態
系
の
変

の
異
常
気
象
が
増
え
た
り
、
生
態
系
の
変

化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
予
想
さ
れ

化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
予
想
さ
れ
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
も
大
き
な
影
響
を
及

私
た
ち
の
暮
ら
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に
も
大
き
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を
及
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恐
れ
が
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ま
す

ぼ
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恐
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が
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す
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間
の
年

　
日
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に
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け
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間
の
年

平
均
地
上
気
温
の
昇
温
量
は
、
南
日
本
で

平
均
地
上
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温
の
昇
温
量
は
、
南
日
本
で

＋
４
℃
、
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日
本
で
＋
５
℃
と
予
測
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れ

＋
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℃
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北
日
本
で
＋
５
℃
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す

て
い
ま
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環
境
省

環
境
省「
地
球
温
暖
化
の
日
本

地
球
温
暖
化
の
日
本

へ
の
影
響
２
０
０
１

へ
の
影
響
２
０
０
１
」）。
例
え
ば
、
気
温

。
例
え
ば
、
気
温

が
２
℃
上
が
る
と
私
た
ち
に
ど
の
よ
う
な

が
２
℃
上
が
る
と
私
た
ち
に
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
か
つ
て
な

影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
か
つ
て
な

い
猛
暑
だ
と
い
わ
れ
た
年
で
さ
え
、
平
均

い
猛
暑
だ
と
い
わ
れ
た
年
で
さ
え
、
平
均

気
温
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す
る
と
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り
約
１
℃
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か
っ

気
温
に
す
る
と
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よ
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約
１
℃
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っ

た
だ
け
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す

た
だ
け
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
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球
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に
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な
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地
球
温
暖
化
と
は
、

　
地
球
温
暖
化
と
は
、
「
温
室
効
果
ガ
ス

温
室
効
果
ガ
ス

（
二
酸
化
炭
素
な
ど

二
酸
化
炭
素
な
ど
）
」
が
大
気
中
に
増
え

が
大
気
中
に
増
え

て
地
球
の
平
均
温
度
が
上
昇
す
る
現
象
で

て
地
球
の
平
均
温
度
が
上
昇
す
る
現
象
で

す
。
温
室
効
果
ガ
ス
は
、
太
陽
か
ら
の
光

す
。
温
室
効
果
ガ
ス
は
、
太
陽
か
ら
の
光

は
通
し
ま
す
が
、
熱
を
蓄
え
る
性
質
を
持

は
通
し
ま
す
が
、
熱
を
蓄
え
る
性
質
を
持

っ
て
い
る
た
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え

っ
て
い
る
た
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え

る
と
、
地
球
を
大
き
な
温
室
の
中
に
入
れ

る
と
、
地
球
を
大
き
な
温
室
の
中
に
入
れ

る
よ
う
な
状
態
に
な
り
、
地
球
全
体
の
気

る
よ
う
な
状
態
に
な
り
、
地
球
全
体
の
気

温
が
上
昇
し
ま
す

温
が
上
昇
し
ま
す
。�

　
温
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二
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部
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二
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電

酸
化
炭
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は
、
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た
ち
の
家
庭
で
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う
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気
や
ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
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ど
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消
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。
増
加
率
で
は
、
家
庭
や

ま
す
。
増
加
率
で
は
、
家
庭
や

業
務
部
門
の
増
加
率
が
高
く
な

業
務
部
門
の
増
加
率
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す

っ
て
い
ま
す
。�

　
平
戸
市
に
お
い
て
も
、
２
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２
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％
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２
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８
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1616
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４
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６
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。
増
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動

車
所
有
率
の
増
加
な
ど
ラ
イ
フ

車
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ス
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イ
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ら
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ら
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の
よ
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戸
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で
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酸
化
炭
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の
排
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年
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増
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続
け
て
い
ま
す

素
の
排
出
量
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
減
ら
す
に
は

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
減
ら
す
に
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な

市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
ま
ず
は
、
各
家

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
ま
ず
は
、
各
家

庭
で
で
き
る
取
り
組
み
か
ら
始
め
て
み
ま

庭
で
で
き
る
取
り
組
み
か
ら
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
？

せ
ん
か
？�

　
最
近
、
毎
年
の
よ
う
に
猛
暑
や
暖
冬
な

ど
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
こ
う
し
た
気

温
の
変
化
に
は
地
球
温
暖
化
が
原
因
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
地
球

温
暖
化
が
進
む
と
、
干
ば
つ
や
洪
水
な
ど

の
異
常
気
象
が
増
え
た
り
、
生
態
系
の
変

化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
予
想
さ
れ
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。�

　
日
本
に
お
け
る
今
後
１
０
０
年
間
の
年

平
均
地
上
気
温
の
昇
温
量
は
、
南
日
本
で

＋
４
℃
、
北
日
本
で
＋
５
℃
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す（
環
境
省「
地
球
温
暖
化
の
日
本

へ
の
影
響
２
０
０
１
」）。
例
え
ば
、
気
温

が
２
℃
上
が
る
と
私
た
ち
に
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
か
つ
て
な

い
猛
暑
だ
と
い
わ
れ
た
年
で
さ
え
、
平
均

気
温
に
す
る
と
平
年
よ
り
約
１
℃
高
か
っ

た
だ
け
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。�

　
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、

ま
た
、
地
球
の
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
毎
日
の
生
活
で
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
資
源
化
、
ご
み
の
再
資

源
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

����

　
地
球
温
暖
化
と
は
、
「
温
室
効
果
ガ
ス

（
二
酸
化
炭
素
な
ど
）
」
が
大
気
中
に
増
え

て
地
球
の
平
均
温
度
が
上
昇
す
る
現
象
で

す
。
温
室
効
果
ガ
ス
は
、
太
陽
か
ら
の
光

は
通
し
ま
す
が
、
熱
を
蓄
え
る
性
質
を
持

っ
て
い
る
た
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え

る
と
、
地
球
を
大
き
な
温
室
の
中
に
入
れ

る
よ
う
な
状
態
に
な
り
、
地
球
全
体
の
気

温
が
上
昇
し
ま
す
。�

　
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
部
分
を
占
め
る
二

酸
化
炭
素
は
、
私
た
ち
の
家
庭
で
使
う
電

気
や
ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
な
ど
を
消

費
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
こ

の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と

が
大
事
な
の
で
す
。�

���

　
で
は
、
地
球
温
暖
化
に
最
も

影
響
の
あ
る
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
は
、
日
本
で
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本

の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
は
、

平
成
２
年
度
と
平
成
16
年
度
で

比
べ
る
と
約
13
％
増
加
し
て
い

ま
す
。
増
加
率
で
は
、
家
庭
や

業
務
部
門
の
増
加
率
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。�

　
平
戸
市
に
お
い
て
も
、
２
・

８
％
増
加
し
て
お
り
、
一
人
当

た
り
の
年
間
排
出
量
は
平
成
２

年
度
で
３
・
８
kg
で
あ
っ
た
も

の
が
、
平
成
16
年
度
で
は
４
・

６
kg
と
増
加
し
て
い
ま
す
。
増

加
の
主
な
原
因
と
し
て
、
自
動

車
所
有
率
の
増
加
な
ど
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
、
平
戸
市
で
も
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
減
ら
す
に
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
ま
ず
は
、
各
家

庭
で
で
き
る
取
り
組
み
か
ら
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
？�

平
戸
市
の
現
状

平
戸
市
の
現
状�

平
戸
市
の
現
状�

 単位：100万t 単位：単位：t単位：t

 広報 ひらど　2007. 7
Hirado City Public Relations 2

 広報 ひらど　平成19年７月号�
Hirado City Public Relations3



ご
み
の
再
資
源
化
で
温
暖
化
防
止�

広
ま
る
古
紙
回
収
の
取
り
組
み�

自
然
・
地
域
・
家
族
い
ろ
ん
な
も
の�

地球温暖化防止につながる�
さまざまな取り組み�
地球温暖化防止といってもピンときませんが、�
市民のみなさんが行っているさまざまな活動が地球温暖化防止につながっています。�
地球温暖化防止のカギは、「省エネルギー・省資源化・ごみの再資源化」�
ここでは、市民のみなさんのさまざまな取り組みを紹介します。�

と
ふ
れ
あ
う
の
が
大
切�

少
し
ず
つ
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と�

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す�

地球温暖化の影響は小さな虫の世界にも起こっています�

　
平
戸
市
の
ご
み
の
排
出
量
は
、
平
成
18

年
度
で
約
８
６
８
４
ｔ
（
年
間
１
人
当
た

り
２
２
４
kg
・
１
日
６
１
３
ｇ
）
で
、
平

成
17
年
度
と
比
べ
る
と
２
３
１
ｔ
の
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
を
減
ら
す
こ
と

で
、
ご
み
を
処
理
す
る
と
き
に
排
出
さ
れ

る
温
室
効
果
ガ
ス
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。�

　
平
戸
市
で
は
循
環
型
社
会
を
目
指
す
た

め
、
ご
み
減
量
化
へ
の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
古
紙
回
収
に
も
力
を
入
れ
て
取

り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
各
地
域
で

も
古
紙
回
収
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？�

��

　�

�

　
平
戸
市
再
資
源
化
推
進
報
償
金
は
、
一

般
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
減
量
化
を
目
的

と
し
て
登
録
団
体
が
行
う
集
団
回
収
に
対

し
て
、市
が
謝
礼（
報
償
金
）を
支
払
う
も
の

で
す
。�

○
対
象
と
な
る
回
収
物�

①
資
源
物
と
し
て
登
録
業
者
に
引
き
渡
す

　
古
紙
類�

②
資
源
物
と
し
て
酒
屋
な
ど
に
引
き
渡
す

　
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん（
一
升
び
ん
・
ビ
ー

　
ル
び
ん
な
ど
の
空
き
び
ん
）�

○
報
償
金�

　
古
紙
１
kg
　
５
円�

　
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
１
本
　
５
円�

○
対
　
象
　
市
民
で
組
織
す
る
営
利
を
目

的
と
し
な
い
お
お
む
ね
10
人
以
上
の
団
体

で
、
原
則
と
し
て
、
年
４
回
以
上
の
集
団

回
収
を
実
施
す
る
団
体�

　
こ
の
制
度
で
、
ぜ
ひ
子
ど
も
会
や
婦
人

会
、
地
区
自
治
会
な
ど
の
活
動
資
金
の
一

部
に
活
用
し
ま
せ
ん
か
。�

お
問
い
合
わ
せ�

　
市
民
課
環
境
交
通
班�

　
　
内
線
２
５
２
８�

　
「
子
ど
も
に
田
植
え
や
川
の
生
き
物
観

察
な
ど
を
体
験
さ
せ
た
い
」
と
思
い
活
動

を
始
め
、
今
年
で
も
う
10
年
目
に
な
り
ま

す
。
地
区
の
育
成
会
が
そ
の
ま
ま
エ
コ
ク

ラ
ブ
と
し
て
活
動
し
て
い
る
の
で
、
地
域

ぐ
る
み
で
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

田
植
え
の
体
験
や
料
理
教
室
、
ホ
タ
ル
の

観
察
、
川
・
海
の
生
き
物
調
べ
な
ど
、
そ

の
活
動
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。�

　
こ
れ
ま
で
、
幅
広
い
活
動
を
や
っ
て
き

ま
し
た
が
、
家
族
だ
け
で
な
く
地
域
の
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
や
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
は
い
ろ
ん
な
人
と
ふ
れ
あ
い
、

そ
し
て
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
体
験

の
中
で
、
子
ど
も
も
大
人
も
今
ま
で
気
に

も
と
め
な
か
っ
た
こ
と
を
気
に
す
る
よ
う

に
な
り
、
普
段
の
生
活
に
変
化
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
活
動
の
中
で
、

環
境
に
対
し
て
自
ず
と
意
識
が
高
ま
っ
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ご

み
の
ポ
イ
捨
て
や
電
気
の
無
駄
遣
い
な
ど

小
さ
い
こ
と
で
す
が
子
ど
も
た
ち
も
気
に

な
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
、
自
然
や

地
域
、
家
族
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
と
ふ
れ

あ
う
中
で
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
何
か

の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
、
家
族
や
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
、
こ
の
美
し
い
ふ
る

さ
と
を
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　地球の温暖化が進むと、陸地の砂漠化の増大、
異常気象の発生などの問題が起こりますが、影響
は当然生態系にも表れています。温暖化が原因と
考えられる身近な生態系の変化を挙げてみます。�
　イシガキチョウと呼ぶ中型の蝶がいます。20年
ほど前は、平戸ではまれな種であり、高校の生物
部ＯＢから、「市内で目撃した」と興奮して電話報
告があるほどでした。�
　しかし今では、普通に見ることができます。温
暖化で食草のイヌビワが増えているせいかもしれ
ません。�
　南鹿児島に、キオビエダシャクと呼ぶ蛾が生息
しています。幼虫はイヌマキの葉を丸坊主になる

まで食害し、年に数度発生するのでイヌマキの枯
死を伴う重要害虫です。この蛾が、年々北上して
います。もし、平戸に土着することになれば、美
しいイヌマキを誇りとする平戸の被害は、計り知
れないものがあります。�
　地球に生息する生物の中で、ヒトのみが温暖化
の促進や停滞に関して、対策を講じることができ
る生物です。地球の代表生物として、その責任を
果たすべきですが、要は一人ひとりの行動にかか
っていることを自覚しなければならないと思います。
　今後も、たびら昆虫自然園での解説を続けながら、
地球温暖化の生態系への影響を伝えていきたいと
思っています。�

▲古紙回収の取り組みが盛んな生月町（写真は山田婦人会
　のみなさん）。各地で古紙回収する団体が増えています。�

　
私
た
ち
が
古
紙
回
収
の
活
動
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
、「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う

理
由
か
ら
で
す
。
知
り
合
い
に
話
を
し
た

と
こ
ろ
、
協
力
し
て
く
れ
る
地
域
の
み
な

さ
ん
が
い
て
、
現
在
、
10
人
ほ
ど
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
捨
て
て
い
た
新
聞

や
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
リ
サ
イ
ク
ル
に
出
す
こ

と
で
、
少
し
で
も
環
境
に
い
い
こ
と
が
で

き
て
い
る
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
、
今
で

は
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。�

　
回
収
作
業
に
は
、
大
人
だ
け
で
な
く
子

ど
も
た
ち
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
で
は

ご
み
の
分
別
を
子
ど
も
が
し
て
い
る
家
庭

も
あ
る
ん
で
す
よ
。
子
ど
も
た
ち
も
ご
み

と
し
て
出
す
よ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
方

が
環
境
に
も
良
い
こ
と
が
少
し
ず
つ
分
か

っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
子
ど
も
の
意
識
が

高
ま
っ
て
く
る
と
不
思
議
と
大
人
の
意
識

も
高
ま
っ
て
き
ま
す
。
ご
み
の
分
別
や
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
は
、
強
制
的
に
始
め
て
も

長
続
き
は
し
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
少
し

ず
つ
少
し
ず
つ
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
み
な
さ
ん
に
協
力

し
て
も
ら
い
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。
古
紙
回
収
で
市
か
ら
い
た
だ

い
て
い
る
報
償
金
を
貯
め
て
将
来
、
地
域

の
た
め
に
生
か
せ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り

組
む
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

ヤンママ西宇戸�

代表山野上徳子さん�

／大島村西宇戸�

やま� の� うえ� のり� こ�
下里エコクラブ�

市場　雄二さん�

／田平町山内免�

いち� ば� ゆう� じ�

古
紙
類
・
び
ん
の�

　
　
集
団
回
収
を
応
援
し
ま
す�

森　幹夫さん�

もり� みき� お�

たびら昆虫自然園�
解説指導員�
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　�

～平戸市総合計画基本構想答申～�

指
定
管
理
者�

ツ
ー
デ
ー�

ウ
ォ
ー
ク�

������

　
平
戸
市
で
は
、
基
本
構
想
策
定
に
向
け
、

こ
の
答
申
を
広
く
情
報
提
供
し
、
市
民
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
作
る
た
め
（
意
見
の

反
映
）
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
今
後
10

年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
重
要

な
計
画
で
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

率
直
な
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

���

○
意
見
募
集
対
象
項
目�

　
基
本
構
想（
答
申
）に
関
す
る
も
の�

○
意
見
募
集
対
象
者�

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
お
よ
び
法

人
、
そ
の
他
の
団
体�

○
意
見
募
集
期
間�

　
７
月
２
日（
月
）〜
17
日（
火
）必
着�

※
郵
送
の
場
合
は
、
７
月
17
日（
火
）消
印

ま
で
有
効�

��

①
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
・
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
「
市
政
」
↓
「
す
す

め
て
い
ま
す
ま
ち
づ
く
り
」↓「
平
戸
市
総

合
計
画
」↓「
平
戸
市
総
合
計
画
基
本
構
想�

▼
電
子
メ
ー
ル
の
場
合�

　k
ik
a
k
u
@
city
.h
ira
d
o
.lg
.jp
�

��

①
　
提
出
さ
れ
た
ご
意
見
、
ご
意
見
に
対

す
る
市
の
考
え
方
な
ど
を
一
定
期
間
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

企
画
課
企
画
調
整
班
、
各
支
所
総
務
企
画�

課
、
各
出
張（
連
絡
）所
窓
口
な
ど
で
閲
覧

で
き
ま
す
。�

②
　
賛
否
の
結
論
だ
け
を
示
し
た
ご
意
見

や
、
趣
旨
が
不
明
な
ご
意
見
に
対
し
て
は
、

考
え
方
を
示
さ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
個
々
の
ご
意
見
に
対
し
て
直
接

は
回
答
し
ま
せ
ん
。�

��

①
　
氏
名（
ま
た
は
団
体
名
）お
よ
び
連
絡

先
は
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。�

②
　
提
出
さ
れ
た
ご
意
見
に
、
特
定
の
個

人
ま
た
は
法
人
な
ど
の
権
利
利
益
を
害
す

る
恐
れ
が
あ
る
情
報
、
そ
の
他
公
表
す
る

こ
と
が
不
適
切
と
判
断
さ
れ
る
事
項
が
含

ま
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
全
部
ま
た
は

一
部
を
公
表
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

��

　
提
出
者
の
氏
名
（
ま
た
は
団
体

名
）
お
よ
び
連
絡
先
な
ど
の
個
人

情
報
に
つ
い
て
は
、
平
戸
市
総
合

計
画
の
事
務
の
み
に
使
用
し
ま
す
。�

������

策
定
に
係
る
意
見
募
集
」�

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ�

　h
ttp
://w
w
w
.city
.h
irad
o
.n
ag
asak

i.jp
�

②
　
企
画
課
企
画
調
整
班
・
各
支
所
総
務

企
画
課
・
各
出
張（
連
絡
）所
窓
口
な
ど
で

閲
覧
で
き
ま
す
。�

��

　
ご
意
見
は
、
住
所
・
氏
名
（
ま
た
は
団

体
名
）
・
連
絡
先
（
電
話
番
号
）
な
ど
を
ご

記
入
の
上
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
提
出
先
は
次
の
と
お
り
で

す
。�

▼
持
参
す
る
場
合�

　
企
画
課
企
画
調
整
班
、
各
支
所
総
務
企

　
画
課
、
各
出
張（
連
絡
）所
ま
で
持
参
し

　
て
く
だ
さ
い
。�

▼
郵
送
の
場
合�

　
〒
８
５
９-

５
１
９
２�

　
平
戸
市
岩
の
上
町
１
５
０
８
番
地
３�

　
企
画
課
企
画
調
整
班�

▼
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
場
合�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
22-

５
１
７
８�

　
企
画
課
企
画
調
整
班�

��

　
今
回
、
答
申
を
受
け
た
基
本
構
想
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を

参
考
に
し
、
内
容
の
修
正
を
行
い
、
９
月

の
市
議
会
に
諮
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
戸

市
総
合
計
画
審
議
会
な
ど
で
審
議
を
重
ね
、

12
月
議
会
に
報
告
す
る
予
定
と
し
て
い
ま

す
。�

�

お
問
い
合
わ
せ�

　
企
画
課
企
画
調
整
班�

　（
　
内
線
２
３
３
７
）�

��

　
平
成
18
年
10
月
４
日
に
白
　
市
長
か
ら

諮
問
を
受
け
た
平
戸
市
総
合
計
画
基
本
構

想
に
つ
い
て
、
平
戸
市
総
合
計
画
審
議
会

（
光
冨
龍
彦
会
長
・
委
員
21
名
）は
、
６
月

４
日
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

や
将
来
像
な
ど
を
定
め
る
平
戸
市
総
合
計

画
基
本
構
想
を
ま
と
め
、
市
長
へ
答
申
を

行
い
ま
し
た
。�

　
答
申
で
は
、
基
本
理
念
を
「
と
も
に
支

え
合
っ
て
い
く
協
働
の
精
神
に
よ
る
、
市

民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
」

と
定
め
、「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」を

本
市
の
戦
略
と
捉
え
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
対
し
、
積
極
的
に
情
報
の
提
供
と
共
有

化
を
図
り
、
平
戸
市
独
自
の
さ
ま
ざ
ま
な

協
働
を
創
造
・
育
成
し
、
市
民
の
み
な
さ

ん
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
ま
ち
の
将
来
像
を
「
ひ
と
（
Ｈ

Ｉ
Ｔ
Ｏ
）
響
き
あ
う
宝
島 

平
戸
」と
定
め
、

本
市
が
有
す
る
自
然
の
恵
み
・
豊
か
な
自

然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
の
地
域
資
源
を「
宝
」

へ
と
磨
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
夢
と
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
を
創
造
し
、「
宝
」を

生
か
し
た
産
業
の
振
興
、
交
流
の
促
進
を

図
り
な
が
ら
、
自
然
と
共
生
し
た
う
る
お

い
の
あ
る
居
住
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
答
申
を
基
に
、
今
後
の
市
政
に
つ�

い
て
、
最
善
の
行
政
経
営
と
政
策
的
努
力

を
行
う
よ
う
要
望
が
な
さ
れ
ま
し
た
。�

��

　
現
在
、
平
戸
市
で
は
、
合
併
後
初
め
て

の
「
平
戸
市
総
合
計
画
」（
平
成
20
年
度
〜

平
成
29
年
度
）
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
総

合
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
最
も
上
位
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
計
画
で
あ
り
、
ま
た
、

今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
わ
た

る
総
合
的
な
計
画
で
、
将
来
目
標
の
実
現

に
向
け
市
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
が
共
有

す
る
計
画
で
す
。�

　
平
成
18
年
度
に
実
施
し
た
「
平
戸
市
総

合
計
画
に
か
か
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
の
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、「
平

戸
市
総
合
計
画
審
議
会
」
な
ど
に
お
い
て

検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。�

基
本
構
想（
答
申
）に
対
す
る�

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
！�

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

平戸市総合計画�
基本構想答申�
～市民のみなさんと創る�
　　　　　平戸市の未来～�

▲光冨会長（左）から白　市長に答申書が手渡されました�

▲平戸市の将来像作品コンクール最優秀賞作品�
　久松貴大くん・志々伎小６年（受賞時）�

総
合
計
画�

観
光
統
計�

市
長
へ
基
本
構
想
を
答
申�

平
戸
市
総
合
計
画
と
は
…�

◎
意
見
募
集
要
領�

■
意
見
提
出
方
法�

■
閲
覧
・
入
手
方
法�

■
ご
意
見
の
取
り
扱
い�

■
意
見
募
集
の
注
意
事
項�

■
個
人
情
報
の
保
護�
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総
合
計
画�

観
光
統
計�

指
定
管
理
者�

ツ
ー
デ
ー�

ウ
ォ
ー
ク�

��

　
観
光
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
意
見
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。�

○
平
戸
に
来
て
良
か
っ
た
こ
と�

・
自
然
に
囲
ま
れ
、
景
観
・
町
並
み
が
素

　
晴
ら
し
い�

・
海
が
き
れ
い�

・
歴
史
と
ロ
マ
ン
を
感
じ
た�

・
新
鮮
な
刺
身
や
料
理
が
お
い
し
か
っ
た�

・
宿
泊
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
、
接
客
、
食
事

　
が
良
か
っ
た�

・
イ
ベ
ン
ト
が
良
か
っ
た�

・
地
元
の
方
や
ガ
イ
ド
の
方
が
と
て
も
親
切�

・
満
足
、
楽
し
か
っ
た
、
再
び
訪
れ
た
い�

○
改
善
し
て
ほ
し
い
こ
と�

・
駐
車
場
が
狭
い
、少
な
い
、わ
か
り
に
く
い�

・
交
通
の
便
が
悪
い�

・
道
路
・
観
光
地
が
わ
か
り
に
く
い�

・
食
事
処
が
少
な
い
、
わ
か
り
に
く
い�

・
駐
車
場
の
あ
る
店
が
わ
か
り
に
く
い�

・
宿
泊
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
、
接
客
、
食
事

　
が
悪
か
っ
た�

・
商
店
街
に
平
戸
ら
し
さ
、
活
気
が
な
い�

�

　
今
後
は
、
地
域
の
豊
か
な
自
然
や
景
観
、

食
の
魅
力
を
生
か
し
、
お
も
て
な
し
の
心

を
も
っ
て
、
観
光
客
の
み
な
さ
ん
が
再
び

訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
観
光
地
づ
く
り
を

目
指
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。�

��

　
平
成
18
年
の
観
光
客
数
の
動
向
は
、
平

戸
市
全
体
で
は
１
６
１
万
５
千
人
と
、
約

３
千
人
の
増
加（
対
前
年
比
０
・
２
％
）と

な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
と
し
て
、
日
帰
り

観
光
客
が
１
万
９
千
人
の
増
加
（
対
前
年

比
１
・
６
％
）
に
対
し
、
宿
泊
客
は
１
万

６
千
人
の
減
少（
対
前
年
比
△
４
・
０
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
日
帰
り
客
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
福
岡

県
と
長
崎
県
内
を
中
心
に
多
く
、
生
月
大

橋
の
通
行
料
金
の
値
下
げ
に
よ
り
、
平
戸
・

生
月
を
観
光
ル
ー
ト
に
し
た
日
帰
り
客
が

増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。�

　
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
地
域
の
情
報
発
信
に

努
め
た
結
果
、
企
画
商
品
で
あ
る
「
平
戸

キ
リ
シ
タ
ン
紀
行
」
な
ど
が
観
光
客
の
増

加
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。�

①
宿
泊
客�

　
宿
泊
客
数
が
５
年
連
続
減
少
し
て
い
る

要
因
と
し
て
、
団
体
型
観
光
か
ら
個
人
型

観
光
へ
の
移
行
が
進
ん
で
い
る
こ
と
や「
長

崎
さ
る
く
博
」
の
開
催
に
よ
り
、
長
崎
市

に
注
目
が
集
ま
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。�

②
修
学
旅
行
・
体
験
型
観
光�

　
修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
や
沖

縄
県
、
海
外
の
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
長
崎
県

全
体
と
し
て
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
修

学
旅
行
の
形
態
が
、
班
別
研
修
へ
シ
フ
ト

し
つ
つ
あ
る
た
め
、
生
徒
の
分
散
化
が
進�

ん
で
い
る
こ
と
も
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
一
方
で
は
、
体
験
型
観
光
が
定

着
し
つ
つ
あ
り
、
受
入
施
設
も
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
体
験
す
る
観
光
客
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。�

③
観
光
施
設�

　
主
な
観
光
施
設
へ
の
入
場
者
数
が
４
年

連
続
減
少
し
て
い
る
要
因
と
し
て
、
団
体

客
の
減
少
と
旅
行
費
用
の
低
価
格
化
に
よ

り
有
料
施
設
が
敬
遠
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。�

　
今
後
、
個
人
型
観
光
へ
の
対
策
を
進
め

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

情
報
発
信
力
を
更
に
強
化
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。�

��

①
お
も
て
な
し
人
材
研
修
に
よ
る
観
光
客

　
の
受
入
体
制
の
充
実�

②
旅
行
商
品
の
満
足
度
ア
ッ
プ�

③
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
地
産
地
消
の
推
進

　
に
よ
る
地
場
産
業
と
の
連
携
強
化�

④
景
観
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
（
美
し

　
い
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
に
基
づ
く
景

　
観
づ
く
り
）�

⑤
料
飲
業
組
合
や
商
店
街
な
ど
関
係
団
体

　
と
の
連
携�

⑥
全
島
観
光
、
広
域
観
光
の
推
進
、
県
・

　
観
光
連
盟
と
の
連
携�

⑦
外
国
人
観
光
客
の
受
入
体
制
づ
く
り�

⑧「
伝
統
芸
能
」「
伝
統
行
事
」「
花
」「
町
屋
」

　
「
食
材
」「
歴
史
・
自
然
」
を
組
み
合
わ
せ

　
た
観
光
資
産
の
魅
力
ア
ッ
プ�

平成18年�
平戸市観光統計�
観光統計の�
概要をお知らせします�

観
光
客
の
動
向�

観
光
客
の
声�

当
面
の
課
題�

　�

～観光統計の概要をお知らせします～�

�

　平戸地区�

　生月地区�

　田平地区�

　大島地区�

�

121万2千人（対前年比　99.3％）�

25万人（対前年比 106.7％）�

13万7千人（対前年比　97.7％）�

1万6千人（対前年比　83.8％）�

観光アンケートから�
平戸にはどんな人が来てるの？�

年　齢　層�
15.0%�

10.0%�

5.0%�

0%
10代� 20代� 30代� 40代� 50代� 60代� 70代�

どこから来ましたか�

男�
女�

男�
女�期待したものは何ですか�どのくらい滞在しましたか�

35%�

30%�

25%�

20%�

15%�

10%�

5%�

0

��������

観
光
施
設�

ス
ポ
ー
ツ�

レ
ジ
ャ
ー
施
設�

郷
土
料
理�

史
跡
・�

文
化
財�

自
然
・
景
観�

釣
り�

温
泉�

民
芸
品･�

特
産
品�

良い印象の意見�
35%�

30%�

25%�

20%�

15%�

10%�

5%�

0

��������

住
民
・
人
情�

食
事�

自
然
景
観
・�

環
境
保
全�

満
足
・
楽
し
か
っ
た�

再
度
訪
れ
た
い�

観
光
宣
伝･�

イ
ベ
ン
ト�

悪い印象の意見�
25%�

20%�

15%�

10%�

5%�

0

��������

平
戸･

生
月�

大
橋�

賑
わ
い
・
活
気�

温
泉�

駐
車
場�

食
事�

宿
泊
施
設
等�

の
接
遇�

そ
の
他�

道
路
整
備
・�

標
識�

観
光
宣
伝･�

イ
ベ
ン
ト�

物
産
・�

特
産
品�

交
通･�

ト
イ
レ
整
備�

4泊以上�
2％�

3泊�
2％�

※統計数値については、旧市町村で算出方法がそれぞれ異なることから、旧町村の実数を旧平戸市の算出方法に基づき算

　出し、合算したものです。�

�

　観光客数　

　宿泊客数�

　日帰り客数�

　観光消費額�

�

161万5千人（対前年比100.2％）�

　39万9千人（対前年比  96.0％）�

121万6千人（対前年比101.6％）�

105億3千9百万円（対前年比101.1％）�

■観光統計の概要� ■観光客数内訳�
2泊�
9％�

日帰り�
44％�

1泊�
43％�

観
光
案
内
・�

道
路�

宿
泊
施
設
等�

の
接
遇�

物
産�

特
産
品�

温
泉�

施
設
・�

建
物
等�

県内23.6％�

北海道0.2％�
東北0.1％�

北陸0.3％�信越0.1％�

東海1.5％�
中国3.4％�

四国0.6％�

中九州�
5.7％�

関東�
5.1％�

佐賀16.7％�

福岡35.3％�

南九州2.7％�

近畿4.7％�
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総
合
計
画�

観
光
統
計�

指
定
管
理
者�

ツ
ー
デ
ー�

ウ
ォ
ー
ク�

  平成19年度　指定管理者公募対象施設一覧�
�

【共通事項】�

①指定予定期間　平成20年４月１日～平成24年３月31日（４年間）�

②指定議決議案を上程する議会　平成19年12月市議会定例会�

③公募期間　　　６月15日（金）～８月10日（金）�

※各施設の詳細（公募要項・仕様書の受領、施設に関することなど）については、下記所管課までお問い合わせください。�

す
る
た
め
に
設
置
す
る
施
設
で
す
。�

���

　
体
育
・
文
化
・
福
祉
施
設
な
ど
11
施
設

に
つ
い
て
、
個
別
ま
た
は
一
括
し
て
指
定

管
理
者
の
候
補
者
を
公
募
し
て
い
ま
す
。�

　
各
施
設
の
業
務
内
容
・
管
理
費
・
募
集

に
際
し
て
の
手
続
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
で
定

め
る
公
募
要
項
な
ど
に
よ
り
ま
す
。�

※
公
募
要
項
・
仕
様
書
な
ど
の
入
手
方
法

　
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の
所
管
課
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

��

　
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
３

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

※
指
定
期
間
は
議
会
の
議
決
事
項
で
あ
る

　
た
め
、
最
終
的
に
12
月
議
会
の
議
決
の

　
と
き
に
確
定
し
ま
す
。�

��

　
平
成
19
年
６
月
15
日
現
在
、
市
内
に
本

社
ま
た
は
支
店
・
営
業
所
な
ど
を
有
す
る

法
人
な
ど
と
し
ま
す
。
（
個
人
を
指
定
管

理
者
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
一
定
の
団
体
で
あ
れ
ば
、
法
人
格

の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）�

※
詳
し
く
は
、
各
施
設
の
公
募
要
項
な
ど

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

�

　
　�

　
平
戸
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者�

の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に

基
づ
き
、
指
定
管
理
者
を
公
正
か
つ
適
正

に
選
定
す
る
た
め
、
設
置
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
所
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。�

・
指
定
管
理
者
の
公
募
に
関
す
る
こ
と�

・
指
定
管
理
者
の
候
補
者
の
選
定
に
関
す

　
る
こ
と�

・
指
定
管
理
者
の
指
定
の
取
消
し
な
ど
に

　
関
す
る
こ
と�

・
そ
の
他
指
定
管
理
者
に
関
す
る
こ
と�

◎
委
員
会
の
委
員
構
成
　�

▼「
民
間
部
門
」識
見
を
有
す
る
人
　
４
人�

　
（
企
業
経
営
分
野
、
観
光
商
工
分
野
、

　
福
祉
民
生
分
野
、
教
育
文
化
分
野
）�

▼
「
市
職
員
」
　
３
人
（
総
務
課
長
、
財
政

　
課
長
、
政
策
調
整
課
長
）�

�

　�　
今
年
度
の
公
募
に
関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。�

①
５
月
下
旬
　
選
定
委
員
会
で
公
募
・
非

　
公
募
を
決
定�

②
６
月
15
日
　
公
募
開
始�

③
８
月
10
日
　
公
募
申
請
受
付
終
了�

④
８
月
〜
９
月
　
選
定
委
員
会
で
審
査
・

　
決
定�

⑤
12
月
　
　
　
議
会
に
て
指
定
議
決�

⑥
平
成
20
年
４
月
〜
　
指
定
管
理
の
開
始�

お
問
い
合
わ
せ�

▼
施
設
の
詳
細�

　
次
ペ
ー
ジ
の
各
施
設
の
所
管
課�

▼
法
的
制
度
の
お
問
い
合
わ
せ�

　
総
務
課
行
政
班（
　
内
線
２
３
１
２
）�

指定管理者の候補者を�
募集しています�
指定管理者の候補者を�
募集しています�
公の指定管理者制度�

　
平
戸
市
で
は
、
住
民
の
福
祉
を
増
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
体
育
施
設
や
文
化
施

設
、
福
祉
施
設
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
公
の

施
設
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。「
公
の
施
設
」

の
管
理
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
９
月
か

ら
民
間
事
業
者
な
ど
を
含
め
た
法
人
な
ど

が
管
理
す
る「
指
定
管
理
者
制
度
」を
導
入

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
す
で
に
地
区

回
覧
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
ご
案
内

し
て
い
る
と
お
り
、
６
月
15
日
か
ら
11
施

設
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
の
候
補
者
を

公
募
し
て
い
ま
す
。�

�

　�　「
公
の
施
設
」の
指
定
管
理
者
制
度
は
、

平
成
15
年
の
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り

従
来
の「
管
理
委
託
制
度
」か
ら
移
行
し
た

制
度
で
す
。�

　「
公
の
施
設
」の
管
理
運
営
は
、
従
来
、

市
が
直
接
行
う
か
、
市
が
出
資
し
て
い
る

法
人
（
公
社
な
ど
）
、
公
共
的
団
体
（
自
治

会
な
ど
）に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
民
間
事
業
者
な
ど
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
、
効
率
的
な
管
理
運
営
を
行

う
こ
と
を
目
的
に
、
地
方
自
治
法
の
改
正

が
行
わ
れ
、
市
が
出
資
し
て
い
る
法
人
や

公
共
的
団
体
に
加
え
て
、
民
間
事
業
者
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
も「
公
の
施
設
」の
管
理

運
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
制
度
を
指
定
管
理
者
制
度
と
い
い
ま
す
。�

◎
公
の
施
設
と
は�

　
地
方
公
共
団
体
が
住
民
の
福
祉
を
増
進

す
る
目
的
を
も
っ
て
、
住
民
の
利
用
に
供�

指
定
管
理
者
の
候
補
者
を�

公
募
す
る
施
設�

指
定
管
理
者
制
度
と
は�

指
定
予
定
期
間�

指
定
管
理
者
の
応
募
資
格�

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会�

公
募
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

　�

～指定管理者の候補者を募集しています～�

平戸文化センター�
企画課�

　　内線2331�

　FAX 22-5178

福祉事務所�

　　内線2561�

　FAX 22-4421

保険福祉課�

　　内線2581�

　FAX 22-4421

観光商工課�

　　内線2271�

　FAX 23-3399

生涯学習課�

　　内線2621�

　FAX 22-2878

文化振興課�

　　内線2631�

　FAX 22-2878

平戸市亀岡庭球場�

平戸市療育支援センター�

「あったかさん21」�

平戸市生月高齢者�

　　生活福祉センター�

平戸市大島高齢者�

　　生活福祉センター�

平戸城�

平戸市切支丹資料館�

平戸市たびら昆虫自然園�

平戸市総合運動公園�

　　「ライフカントリー」�

平戸市市民プール�

　　「シーライフひらど」�

平戸市生月町博物館「島の館」�

岩の上町1529

岩の上町1515-第1

紐差町1067-3

生月町山田免3011

大島村前平2727

岩の上町城址�

大石脇町1502-1

田平町荻田免1628-4

鏡川町944-3

鏡川町850

生月町南免4289-1

総合文化�

施設� ２施設を�

一括公募�

一括管理�テニス　�

　コート�

教育施設�

高齢者�

福祉施設�

高齢者�

福祉施設�

文化財�

文化施設�

自然体験�

施設�

総合運動�

施設�

プール�

博物館�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

１０�

No. 施 設 名 称� 所 管 課� 所 在 地� 形 態� 備 考�
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平戸大橋�

M
R
松
浦
鉄
道
�

平戸文化センター�

田平カトリック教会�

▲川内峠�
�

33kmコース�

23kmコース�

平戸文化センター�

６kmコース�
13kmコース�

●�

平戸大橋折り返し�

生月大橋�

●�

生月町�
開発総合センター�

総
合
計
画

総
合
計
画�

観
光
統
計

観
光
統
計�

指
定
管
理
者

指
定
管
理
者�

ツ
ー
デ
ー

ツ
ー
デ
ー�

ウ
ォ
ー
ク

ウ
ォ
ー
ク�

総
合
計
画�

観
光
統
計�

指
定
管
理
者�

ツ
ー
デ
ー�

ウ
ォ
ー
ク�

ウォーク参加者募集�

長崎の教会群と�
　日本最初のオランダ貿易港を歩こう！�

ウォーク参加者募集�

長崎の教会群と�
　日本最初のオランダ貿易港を歩こう！�

○美しい日本の歩きたくなるみち500選公認大会○国際市民スポーツ連盟公認大会○日本市民スポーツ連盟公認大会�○美しい日本の歩きたくなるみち500選公認大会○国際市民スポーツ連盟公認大会○日本市民スポーツ連盟公認大会�

 �

～ひらどツーデーウォーク参加者募集～�

　この大会を市民のみなさんと一体となって、盛り上　この大会を市民のみなさんと一体となって、盛り上

げていくためにボランティアを募集します。個人でもげていくためにボランティアを募集します。個人でも

団体でも大歓迎です。詳しくは、大会事務局までお問団体でも大歓迎です。詳しくは、大会事務局までお問

い合わせくださいい合わせください。�

【内容】内容】�

　給水接待、スタンプ係、弁当配布、コース誘導　給水接待、スタンプ係、弁当配布、コース誘導、�

　スタート・ゴール会場係　スタート・ゴール会場係�

�

�

ひらどツーデーウォーク大会実行委員会ひらどツーデーウォーク大会実行委員会�

事務局事務局（生涯学習課内生涯学習課内)�

　内線　内線2624　FAX22-2878FAX22-2878

歴史ある文化と自然に包まれた平戸�
�

普段私たちが無意識に見ている風景普段私たちが無意識に見ている風景。�
その風景の中に新しい発見があるかもしれませんその風景の中に新しい発見があるかもしれません。�
初秋の平戸路を、さわやかな秋風とともに初秋の平戸路を、さわやかな秋風とともに、�
家族や友だちと一緒に気軽に歩いてみませんか？家族や友だちと一緒に気軽に歩いてみませんか？�
きっと、そこには新たな感動があなたを待っていますきっと、そこには新たな感動があなたを待っています。�

歴史ある文化と自然に包まれた平戸�
�

普段私たちが無意識に見ている風景。�
その風景の中に新しい発見があるかもしれません。�
初秋の平戸路を、さわやかな秋風とともに、�
家族や友だちと一緒に気軽に歩いてみませんか？�
きっと、そこには新たな感動があなたを待っています。�

　【事前受付】事前受付】大　人　大　人　1,500円・高校生　　高校生　　800円�

　【当日受付】当日受付】大　人　大　人　2,000円・高校生高校生　1,000円�

　※　※１日のみの参加参加の場合場合も、同じ金額金額となります。�

　　中学生以下　　中学生以下は無料無料です。�

�

�

　500円（参加費参加費とは別途必要別途必要です。）�

　※弁当　※弁当は、持参持参しても構いません。�

�

�

　生涯学習課社会体育班、または最寄りの支所、出張　生涯学習課社会体育班、または最寄りの支所、出張

所、教委分室、公民館に備え付けの大会パンフレット所、教委分室、公民館に備え付けの大会パンフレット

に必要事項を記入の上、参加費を直接事務局に持参すに必要事項を記入の上、参加費を直接事務局に持参す

るか、または、最寄りの郵便局で振り込んでくださいるか、または、最寄りの郵便局で振り込んでください。�

　【事前受付】大　人　1,500円・高校生　　800円�

　【当日受付】大　人　2,000円・高校生　 1,000円�

　※１日のみの参加の場合も、同じ金額となります。�

　　中学生以下は無料です。�

�

�

　500円（参加費とは別途必要です。）�

　※弁当は、持参しても構いません。�

�

�

　生涯学習課社会体育班、または最寄りの支所、出張

所、教委分室、公民館に備え付けの大会パンフレット

に必要事項を記入の上、参加費を直接事務局に持参す

るか、または、最寄りの郵便局で振り込んでください。�

　この大会を市民のみなさんと一体となって、盛り上

げていくためにボランティアを募集します。個人でも

団体でも大歓迎です。詳しくは、大会事務局までお問

い合わせください。�

【内容】�

　給水接待、スタンプ係、弁当配布、コース誘導、�

　スタート・ゴール会場係�

�

�

ひらどツーデーウォーク大会実行委員会�

事務局（生涯学習課内)�

　内線2624　FAX22-2878

日�土�

金�

参加費�

申込締切日�

大会ボランティア募集！�

申込み・お問い合わせ�

昼食�

申込み�

※締切後も申込みを随時受け付けますが、大会冊※締切後も申込みを随時受け付けますが、大会冊
　子に氏名などが掲載されない場合があります　子に氏名などが掲載されない場合があります。�
※締切後も申込みを随時受け付けますが、大会冊
　子に氏名などが掲載されない場合があります。�

平戸大橋架橋平戸大橋架橋30周年記念周年記念�平戸大橋架橋30周年記念�

■30kmコースコース 　8:30スタートスタート�
　スタート⇒おさかな市場⇒港町風景⇒御崎浦海浜公園⇒　スタート⇒おさかな市場⇒港町風景⇒御崎浦海浜公園⇒牧場の公園⇒１のハエ遊歩道⇒牧場の公園⇒１のハエ遊歩道⇒大バエ灯台⇒御崎野営場⇒塩大バエ灯台⇒御崎野営場⇒塩

俵断崖展望所⇒鷹の巣トンネル⇒桜大橋⇒神ノ川橋⇒生月俵断崖展望所⇒鷹の巣トンネル⇒桜大橋⇒神ノ川橋⇒生月町博物館町博物館｢島の館島の館｣⇒生月大橋公園⇒舘浦港⇒ゴール⇒生月大橋公園⇒舘浦港⇒ゴール�

■15kmコースコース 　9:30スタートスタート�
　スタート⇒おさかな市場⇒港町風景⇒御崎浦海浜公園⇒　スタート⇒おさかな市場⇒港町風景⇒御崎浦海浜公園⇒塩俵断崖展望所⇒方倉神社⇒永塩俵断崖展望所⇒方倉神社⇒永田池⇒Ｂ＆Ｇ海洋センター⇒田池⇒Ｂ＆Ｇ海洋センター⇒

生月病院⇒ゴール生月病院⇒ゴール�

■7kmコースコース 　10:00スタートスタート�
　スタート⇒おさかな市場⇒港町風景⇒Ｂ＆Ｇ海洋センタ　スタート⇒おさかな市場⇒港町風景⇒Ｂ＆Ｇ海洋センター⇒生月病院⇒ゴールー⇒生月病院⇒ゴール�

�
�
�
�
■33kmコースコース 　7:30スタートスタート�
　スタート⇒平戸大橋⇒県立田平公園⇒田平天主堂⇒北松　スタート⇒平戸大橋⇒県立田平公園⇒田平天主堂⇒北松北部クリーンセンター⇒道の駅北部クリーンセンター⇒道の駅｢昆虫の里たびら昆虫の里たびら｣⇒田平南小⇒田平南小

学校⇒たびら昆虫自然園⇒瀬戸の寄り道⇒平戸大橋⇒岩の学校⇒たびら昆虫自然園⇒瀬戸の寄り道⇒平戸大橋⇒岩の上バイパス⇒鞍掛山⇒川内峠⇒上バイパス⇒鞍掛山⇒川内峠⇒市総合運動公園市総合運動公園｢ライフカンライフカン

トリートリー｣⇒聖フランシスコ⇒聖フランシスコ・ザビエル記念教会⇒寺院と教会の見える風景⇒延命通り⇒ザビエル記念教会⇒寺院と教会の見える風景⇒延命通り⇒平戸温泉平戸温泉｢うで湯うで湯・あし湯あし湯｣⇒平戸⇒平戸

港交流広場⇒ゴール港交流広場⇒ゴール�

■23kmコースコース 　8:30スタートスタート�
　スタート⇒平戸大橋⇒県立田平公園⇒田平天主堂⇒たび　スタート⇒平戸大橋⇒県立田平公園⇒田平天主堂⇒たびら昆虫自然園⇒瀬戸の寄り道⇒ら昆虫自然園⇒瀬戸の寄り道⇒平戸大橋⇒岩の上バイパス⇒平戸大橋⇒岩の上バイパス⇒

鞍掛山⇒川内峠⇒市総合運動公園鞍掛山⇒川内峠⇒市総合運動公園｢ライフカントリーライフカントリー｣⇒聖フランシスコ・ザビエル記念教会⇒寺院と教会の見え⇒聖フランシスコ・ザビエル記念教会⇒寺院と教会の見える風景る風景

⇒延命通り⇒平戸温泉⇒延命通り⇒平戸温泉｢うで湯・あし湯うで湯・あし湯｣⇒平戸港交流広場⇒ゴール⇒平戸港交流広場⇒ゴール�

■13kmコースコース 　10:00スタートスタート�
　スタート⇒平戸大橋⇒岩の上バイパス⇒最教寺⇒幸橋⇒　スタート⇒平戸大橋⇒岩の上バイパス⇒最教寺⇒幸橋⇒寺院と教会の見える風景⇒聖フ寺院と教会の見える風景⇒聖フランシスコ・ザビエル記念教ランシスコ・ザビエル記念教

会⇒延命通り⇒お部屋の坂⇒崎方公園⇒オランダ商館跡一会⇒延命通り⇒お部屋の坂⇒崎方公園⇒オランダ商館跡一帯⇒平戸温泉「うで湯・あし湯帯⇒平戸温泉「うで湯・あし湯」⇒平戸港交流広場⇒ゴール」⇒平戸港交流広場⇒ゴール�

■6kmコースコース 　10:00スタートスタート�
　《日本の歩きたくなるみち　《日本の歩きたくなるみち500選コース》スタート⇒港町風景選コース》スタート⇒港町風景(白浜白浜)⇒亀岡公園⇒平戸城⇒幸橋⇒寺院と教会の見える⇒亀岡公園⇒平戸城⇒幸橋⇒寺院と教会の見える

風景⇒聖フランシスコ・ザビエル記念教会⇒延命通り⇒お風景⇒聖フランシスコ・ザビエル記念教会⇒延命通り⇒お部屋の坂⇒崎方公園⇒平戸観光部屋の坂⇒崎方公園⇒平戸観光資料館⇒オランダ商館跡一帯資料館⇒オランダ商館跡一帯

⇒平戸港交流広場⇒ゴール⇒平戸港交流広場⇒ゴール�

※コースについては、一部変更になることがありますので※コースについては、一部変更になることがありますので、あらかじめご了承ください、あらかじめご了承ください。�

■30kmコース 　8:30スタート�
　スタート⇒おさかな市場⇒港町風景⇒御崎浦海浜公園⇒牧場の公園⇒１のハエ遊歩道⇒大バエ灯台⇒御崎野営場⇒塩

俵断崖展望所⇒鷹の巣トンネル⇒桜大橋⇒神ノ川橋⇒生月町博物館｢島の館｣⇒生月大橋公園⇒舘浦港⇒ゴール�

■15kmコース 　9:30スタート�
　スタート⇒おさかな市場⇒港町風景⇒御崎浦海浜公園⇒塩俵断崖展望所⇒方倉神社⇒永田池⇒Ｂ＆Ｇ海洋センター⇒

生月病院⇒ゴール�

■7kmコース 　10:00スタート�
　スタート⇒おさかな市場⇒港町風景⇒Ｂ＆Ｇ海洋センター⇒生月病院⇒ゴール�

�
�
�
�
■33kmコース 　7:30スタート�
　スタート⇒平戸大橋⇒県立田平公園⇒田平天主堂⇒北松北部クリーンセンター⇒道の駅｢昆虫の里たびら｣⇒田平南小

学校⇒たびら昆虫自然園⇒瀬戸の寄り道⇒平戸大橋⇒岩の上バイパス⇒鞍掛山⇒川内峠⇒市総合運動公園｢ライフカン

トリー｣⇒聖フランシスコ・ザビエル記念教会⇒寺院と教会の見える風景⇒延命通り⇒平戸温泉｢うで湯・あし湯｣⇒平戸

港交流広場⇒ゴール�

■23kmコース 　8:30スタート�
　スタート⇒平戸大橋⇒県立田平公園⇒田平天主堂⇒たびら昆虫自然園⇒瀬戸の寄り道⇒平戸大橋⇒岩の上バイパス⇒

鞍掛山⇒川内峠⇒市総合運動公園｢ライフカントリー｣⇒聖フランシスコ・ザビエル記念教会⇒寺院と教会の見える風景

⇒延命通り⇒平戸温泉｢うで湯・あし湯｣⇒平戸港交流広場⇒ゴール�

■13kmコース 　10:00スタート�
　スタート⇒平戸大橋⇒岩の上バイパス⇒最教寺⇒幸橋⇒寺院と教会の見える風景⇒聖フランシスコ・ザビエル記念教

会⇒延命通り⇒お部屋の坂⇒崎方公園⇒オランダ商館跡一帯⇒平戸温泉「うで湯・あし湯」⇒平戸港交流広場⇒ゴール�

■6kmコース 　10:00スタート�
　《日本の歩きたくなるみち500選コース》スタート⇒港町風景(白浜)⇒亀岡公園⇒平戸城⇒幸橋⇒寺院と教会の見える

風景⇒聖フランシスコ・ザビエル記念教会⇒延命通り⇒お部屋の坂⇒崎方公園⇒平戸観光資料館⇒オランダ商館跡一帯

⇒平戸港交流広場⇒ゴール�

※コースについては、一部変更になることがありますので、あらかじめご了承ください。�

教会群とオランダ商館をめぐるコース�
スタート・ゴール：平戸文化センター�スタート・ゴール：平戸文化センター�スタート・ゴール：平戸文化センター�

教会群とオランダ商館をめぐるコース�日�

スタート・ゴール：生月町開発総合センター�スタート・ゴール：生月町開発総合センター�スタート・ゴール：生月町開発総合センター�

西海国立公園の大パノラマを見るコース�西海国立公園の大パノラマを見るコース�土�

魅力たっぷりの�
ツーデーウォークのコースを紹介します�
魅力たっぷりの�
ツーデーウォークのコースを紹介します�

30kmコース�
15kmコース�
７kmコース�
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まちの�
できごと�

　米国の国際親善団体「ピー
プルトゥピープル」の学生大
使約400人が、６月中旬から
７月中旬にかけて平戸市を訪
れています。同団体は、1956
年にアイゼンハワー大統領が、
国際親善旅行による世界平和
への貢献を目指し設立したも
ので、毎年数万人の学生を世
界各地に派遣しています。学
生大使は、９組に分かれて順
次来日しており、東京都、長
崎県、熊本県、京都府の順に
訪問。平戸市では、３泊４日
の行程で、ホームステイや漁
師体験、学生との交流などさ
まざまなプログラムで市民の
みなさんと交流しています。�

　５月25日から27日までの３日間、津吉町ふ
れあい通り一帯で、南部地区の初夏の風物詩と
なっている「第53回津吉茶市」（津吉青年商工会
主催・神保俊一会長）が開かれました。通り沿
いには、新茶や工芸品、おもちゃなどを売る約
80の露店が並びました。津吉小学校の児童に
よる「あいあいショップ」のほか、職場対抗カラ
オケ大会や抽選会、ミュージックフェスタなど
さまざまなイベントも開かれ、会場一帯は夜遅
くまで多くの買い物客や家族連れなどで連日に
ぎわいました。�

　５月25日、県消防学校（大村市）で、「第24回
長崎県消防救助技術指導大会」が開催されました。
市消防本部から出場した西勝明さん、山口芳行
さんチームが｢ロープ応用登はん｣の部で見事県
知事賞（１位）に輝きました。�
　両選手は、８月22日に東京都で行われる「第
36回全国消防救助技術大会」に長崎県代表とし
て出場します。�
　なお、出場種目は違いますが、市消防本部か
らの全国大会への出場は３年連続となっています。�

　７月14日は、アジアの英雄「鄭成功」が生まれた日

です。生誕地の川内町丸山公園内にある鄭成功廟で

は、毎年この日に「鄭成功生誕祭」が開催されていま

す。昨年は台湾からも88人の参加があり、地元のみ

なさんと交流を深めています。今年も「前夜祭」と「生

誕祭」を開催しますので、多くの市民のみなさんの

参加をお願いします。�

　大島村へのクルーズを今年も開催します。江戸期

から今も残る神浦地区の町並みは、全国的にも大変

貴重なものとして近年注目を集めています。島内で

は、町並み散策をはじめ、今年運転を始めた西日本

最大級の風車群、迫力の断崖などを巡ります。�

　また、大島村でしか味わえない特製弁当なども用

意して、市民のみなさんの参加をお待ちしています。�

町並み散策と島めぐりクルーズ�

申込み・お問い合わせ申込み・お問い合わせ�

　平戸観光協会（　　平戸観光協会（　23-8600）へ　　　）へ　　　�

○と　き○と　き　７月　７月14日（土）　午前午前10時～時～�

○ところ○ところ　鄭成功廟　鄭成功廟（川内町丸山公園内川内町丸山公園内）�

申込み・お問い合わせ�

　平戸観光協会（　23-8600）へ　　　�

「前夜祭」�
�

「生誕祭」�
○と　き　７月14日（土）　午前10時～�

○ところ　鄭成功廟（川内町丸山公園内）�

アジアの英雄「鄭成功」をたたえて�

鄭成功まつり�

○と　き　7月21日(土)　�

　　　　　午前8時40分　平戸港出港　�

               ※小雨決行�

○参加費　大　人 3,000円（中学生以上）�

               子ども 1,500円（小学生）�

※幼児は無料です。参加費に、往復のフェリー

　代・島内バス代・昼食代（サザエのつぼ焼き

　付）・保険代が含まれます。�

○募集人数　100人�

※先着順となりますので、お早めにお申し込み

　ください。�

○申込期間　7月２日（月）～12日（木）�

江戸期から残る情緒ある町並みを散策しませんか？�

申込み・お問い合わせ�

　大島支所産業振興課（　内線6151）�

　教委大島分室（　内線6140）�

※このイベントは、あづち大島たからもんの会

　と平戸市の共同開催です。�

○と　き　７月13日（金）　午後６時30分～�

○ところ　平戸脇川ホテル�

○参加費　１万円�

○申込締切日　７月９日（月）�

※電話でお申し込みください。�
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　５月27日、市営相撲場で、「第41回全九州各
県対抗青年相撲選手権大会」と「第５回全九州女
子相撲選手権大会」が開催されました。大会には、
青年の部と新相撲合わせて、団体リーグに24
チーム89人、個人戦に86人が参加し、気迫溢
れる取組が、土俵上で展開されました。市内参
加者の入賞者は次のとおり。�
新相撲団体�
　【小学生】優勝 長崎Ｂ（堀江優花・辻明日香）�
　【一　般】優勝 長崎Ａ（石田寿代・松本智恵）�
新相撲個人 【小学４年生以下】２位 堀江　優花　
【軽量級】優勝 石田　寿代�

　17世紀前半に日本と英国、和蘭との交流に尽
力した英国人三浦按針（ウイリアム・アダムズ）
のゆかりの地を歩いて旅していた神奈川県横須
賀市の田口義明さんが、按針の命日の５月26日、
ゴールの按針塚（崎方町）に到着し、「国際交流Ｈ
ＩＲＡの会」のみなさんが温かく歓迎しました。
　田口さんは、１月に栃木県を出発、按針ゆか
りの地を巡りながら、平戸までの約2,500キロに
もおよぶ旅路を徒歩で達成。「按針を通じて、た
くさんの素晴らしい出会いがあり支えられました。
感謝したい」と感激のご様子でした。�

　５月28日、平戸文化センターで、「西九州自
動車道（松浦－佐々）第２回地元意見交換会」が
開催され、関係者や市民のみなさん約200人が
参加しました。会では、西九州自動車道の概要
の説明、２月15日に行われた「第１回地元意見
交換会」の内容やアンケート結果の紹介、今後
の道路計画などについて九州地方整備局長崎河
川国道事務所の職員が説明しました。市民のみ
なさんからは、「早期着工して欲しい」「平戸市
へのアクセスを考慮したルートづくりを考えて
欲しい」など、さまざまな意見が活発に出され
ました。�

　６月２日、田平天主堂で、「ひらんコンサー
ト2007～音楽で偲ぶ大航海時代～」が開催され
ました。田平天主堂の荘厳な雰囲気の中で、リ
ュートの調べを楽しめるということで、会場に
は、市内外から約170人の人が訪れました。リ
ュート奏者の永田斉子さんと井上周子さんの演
奏が始まると、天使が奏でる音楽といわれるそ
の美しい音色に、みなさんうっとり。このほか、
信徒のみなさんの聖歌や古典音楽会の演奏など
も披露され、会場を訪れたみなさんを魅了しま
した。�

　６月10日、市営相撲場で、「第４回わんぱく
相撲長崎県代表選手選考大会」（社団法人北松浦
青年会議所主催）が開かれ、県内５ブロックか
ら勝ち抜いた４～６年生の選手全33人が全国
大会への切符をかけて出場しました。市内から
参加した市山哲朗（紐差小・写真右）くんは５年
生の部で４位入賞、増山誉（生月小）くんは６年
生の部で見事２位の成績を収めました。�
　なお、２人は、７月29日に東京の両国国技
館で開催される「第23回わんぱく相撲全国大会」
に県代表として出場します。�

　６月14日、長崎県庁で、「ダイハツ工業㈱創
立100周年事業福祉車両寄贈」贈呈式が行われ、
福祉車両１台の目録とゴールデンキーが平戸市
民病院押淵院長へ手渡されました。これは、「ダ
イハツ工業㈱創立100周年事業」の一環として
全国都道府県に対して合計100台の軽自動車福
祉車両寄贈の申し出があったもので、県内には
平戸市のほか３台の車両が県内の町や社会福祉
協議会へ寄贈されました。�
　なお、車両は６月19日に平戸市民病院へ納車
され、早速、訪問看護などに利用されています。�
�

　５月13日、長崎市で、「文部科学大臣杯第３
回小・中学校将棋団体戦長崎県代表選考会」が
開かれ、平戸小学校５年の伏見屋陽平くん、佐々
木伊吹くん、藤山昌也くんの３人が小学校団体
戦の部に初出場し、見事優勝しました。団体戦
の部には、県内から７チームが参加し、１チー
ム３人の総当たり戦で行われ、参加した３人は
５勝１敗と見事激戦を勝ち抜きました。�
　なお、３人は、７月26日に大阪市で開催され
る西日本大会に県代表として出場するため、現
在、特訓中で「３位入賞目指して頑張ります」と
話していました。�

　５月27日、諫早市で、「第７回長崎県障害者
スポーツ大会」が開催されました。市内からは、
25人の選手が出場し、各競技で好成績を収め
ました。大会結果は次のとおり（敬称略）。�
【優勝】平戸市Ａチーム（ユニカール）�
　　　釜我秀一、近藤敏雄、墨谷喜栄�
【１位】坂尾正　（60ｍ松葉杖）、貞方省三（100ｍ�

第１組）、前田盛行（100ｍ第２組）、�
　野征子（ソフトボール投げ）�

【２位】大塚豊子（スラローム）�
【３位】弥勒院正行（ソフトボール投げ）、�
　　　　野諒爾（卓球）・末吉信男（盲人卓球）�
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フォトニュース� フォトニュース�



近藤　真樹さん（26歳・紐差町）�
こんどう　　　 まさ   き �

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？�
「平戸のわっかもん」�
　平戸のまちで働く“わっかもん”を紹介します。自薦他薦は問いません。掲載を希望する人は下記までご連絡ください。��
「クラブ紹介」�
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して欲しい、など掲
載を希望する団体は下記までご連絡ください。��
「ＨａｐｐｙＢｉｒｔｈｄａｙ」�
　発行月にお誕生日を迎える３歳までのお子さんを募集します。掲載は先着３人まで。申込み期限は発行前月の15日です。掲
載のご予約は、お気軽に、お早めに。�
○応募方法　写真にお子さんの名前（ふりがな）・生年月日・住所・電話番号・お子さんへのメッセージ・ご両親の名前
を添えて郵送またはＥメールにてご投稿ください。※写真は返却しません。ご投稿いただいた作品は必ずしも掲載するとは限り
ませんのでご了承ください。�

 あて先　〒859-5192　平戸市岩の上町1508番地３　企画課地域振興班　E-Mail　kikaku@city.hirado.lg.jp

活動ＤＡＴＡ�

クラブ紹介�

募集しています
�

■勤務先�

　平戸海上ホテル観月館�

■ニックネーム�

　コンちゃん�

■性格は？�

　明るく元気�

■趣味・特技�

　天体観測、流木拾い、ギター、折り紙、読書etc

「もてなしの心で�
　　　　　お客様と接したいです」�

★お誕生日おめでとう！★�

　昨年10月から平戸海上ホテル観月館で働いている近
藤さんは、現在はフロントの業務を主に行っているそ
うです。「接客が好きだったので、この仕事を選びま
した」と近藤さん。９月のリニューアルオープンを控え、
忙しいけど充実した毎日を送っているとか。近藤さん
は、「もてなしの心で接することができ、お客様に喜
ばれるホテルマンになりたい」と、さわやかな笑顔で今
後の抱負を語ってくれました。�

「お隣の国韓国の言葉や文化を�
　　　　　　　　　楽しく学んでいます」�

「尺八を始めてみませんか？�
　　　　　　　　　初心者大歓迎です！」�
�

　アンニョン平戸韓国語講座は、昨年10月から12月まで開
かれたながさき県民大学主催講座「韓国語で話そう入門」に
参加したメンバーが、今後も続けて学びたいと今年４月に
発足。文字の読み書きから簡単な会話、韓国の文化などを
学んでいます。「参加しているみなさんは、生き生きと楽
しく学ばれていて、私自身励まされます。言葉が通じなく
ても気持ちが通じれば国境なんて関係ないんだなと感じて
います」と講師
の金先生（長崎
国際大学）。和
気あいあいとし
た雰囲気で、メ
ンバー一同韓国
の文化や言葉を
学んでいます。�

�
�

　竹友会は昭和53年に発足し、今年で活動30年目を迎えた、
日本の伝統楽器である尺八の愛好家グループです。主な活
動としては、６月に伊万里市、８月に松浦市、10月に平戸
市で、筝曲、民謡、ギターの仲間と一緒に定期コンサート
を開催しています。そのほか、小・中学校や高校の課外授
業に参加したり、地域の敬老会での演奏、福祉施設や病院
の慰問も行っていま
す。会員も多いとき
は11人いましたが、
現在は5人に減少し
てしまいました。現
在、会員が少ないの
が悩みの種です。気
軽にのぞいてみませ
んか。興味がある人
お待ちしています。�

�

活 動 日／火曜日　午後７時～午後９時　�
活動会場／北部公民館�
対 象 者／どなたでもＯＫ！�
連 絡 先／代表宅　　23-2347�
部 員 数／5人�
参 加 費／無料�
代　　表／川内安次郎さん（岩の上町）�
�

■■活動ＤＡＴＡ■■�

■■活動ＤＡＴＡ■■�

活 動 日／第１土曜日・第３金曜日�
　　　　　午後７時～午後９時�
活動会場／北部公民館�
対 象 者／どなたでもＯＫ！�
連 絡 先／代表宅　　22-3433�
部 員 数／41人�
参 加 費／月額　2,000円�
代　　表／油屋　和惠さん（崎方町）�

平本　輝良くん�
  　　  （H16.７.27生）�

ひらもと　　  き　ら�

～誠さん・奈美さんの長男～�
≪木場町≫�

谷山　蓮太郎くん�
  　　  （H18.７.21生）�

�

たにやま　　れん た ろう�

～泰久さん・ちえみさんの長男～�
≪田平町山内免≫�

�
�

元気で大きくなってネ！�元気で大きくなってネ！�
おばあちゃんが大好き★�
これからもよろしくネ！�

�

おばあちゃんが大好き★�
これからもよろしくネ！�

�

大浦　彩羅良ちゃん�
  　　  （Ｈ18.７.１生）�

おおうら　   さ ら ら�

～二男さん・美雪さんの次女～�
≪田平町深月免≫ �

�

誕生日おめでとう！�
元気に育ってネ！�

�

誕生日おめでとう！�
元気に育ってネ！�

�

vol.21
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■絵手紙教室　15日（日）午後１時30分～北部公民館�
■実験教室　28日（土）北部公民館�
　（１部）午前10時～（２部）午後１時30分～�
■おはなし会　毎週土曜日・午後２時～　�
■赤ちゃんおはなし会　10日（火）午前10時30分～�
※課題図書（読書感想文・画）の本を貸し出します！�
�

※市立図書館の本は、各公民館をとおして貸出や返却ができます。詳しくは、図書館・各公民館などの図書室へお尋ねください。�

平戸図書館�

■カシオペアの丘で（上・下）／重松　清�
■メタボラ／桐野　夏生�
■バイアウト／幸田　真音�
■純愛小説／篠田　節子�
■きみのためのバラ／池澤　夏樹�
■秘花／瀬戸内寂聴�
■明智左馬助の恋／加藤　廣�
■ラベルのない缶詰をめぐる冒険／アレックス・シアラー�
■弥生時代はどう変わるか／国立歴史民俗博物館�
■オランダを知るための60章／長坂　寿久�
■「さん」の女、「ちゃん」の女／衿野　未矢�
■なぜ日本人は劣化したか／香山　リカ�
■ある日突然警察に呼び出されたらどうする・どうなる／石原　豊昭�
■人が集まる！行列ができる！講座イベントの作り方／牟田　静香�
■親子で楽しむアウトドア／JTBパブリッシング�
�

［７月の休館日］�
　毎週月曜日(２日・９日・16日・23日・30日）�
　�

一
　
般
　
書�

■おさるのかくれんぼ／いとうひろし�
■ももんちゃんあーん／とよたかずひこ�
■ノックがとんとん／にしかわおさむ　　　　　�
■てじな／土屋富士夫�
■のんのんばあカッパの水／水木しげる　�
■木のいのち／山中　桃子�
■アローハンと羊／興　守�
■きこえるきこえる／マリー・ホール・エッツ�
■なぞなぞゆうれい船／石崎　洋司　　�
■月へのぼったケンタロウくん／柳　美里�
■海のような大人になる／覚　和歌子�
■オー・ヘンリーショートストーリーセレクション20年後／�
　　　　　　　　　　　　　　　　　オー・ヘンリー�
■星と星座の大常識／藤井　旭�
■ほんとうはおもしろいぞ歌舞伎（3）東海道四谷怪談／沼野　正子�
■ちびまるこちゃんの作文教室／貝田　桃子　�
�

児
　
童
　
書�

■おはなし会（絵本・大型絵本・紙芝居など） ７日・21日・28日�
■映画会　14日（土）�
・新「泣いた赤おに」�
・まんが日本昔ばなし 七夕さま・河童の雨ごい　ほか�

永田記念図書館�

■借りまくる人々／ジェイムズ・Ｄ・スカーロック �
■楽しく演じる落語　教室でちょいと一席／桂　文我 �
■技術職だからできる　定年後の仕事選び／田川　克巳 �
■お手玉しましょ／田中　邦子 �
■メイクの基本ＢＯＯＫ／オレンジページ・ムック �
■美味しんぼ食談／雁屋　哲・岸　朝子 �
■フィガロの結婚／里中　満智子 �
■大好きな写真でつくる　アルバム絵本／みづゑ編集部 �
■｢家族｣を探して／橋本　麻里 �
■風林火山②／大森　寿美男 �
■Ｔｈｅ　ＭＡＮＺＡＩザ　マンザイ／あさの　あつこ �
■ぼくの手はきみのために／市川　拓司 �
■まほろばの国で　　終章／さだまさし 　�
■ソウルケイジ／誉田　哲也�
■ある島の可能性／ミシェル・ウエルベック�

『自然災害に�
　そなえて①』�
�

［７月の休館日］�
　毎週月曜日(２日・９日・16日・23日・30日）�

一
　
般
　
書�

■ぶーぶー　ぶぶちゃん／わたり　むつこ�
■ポンテのなつやすみ／エヴァ・エリクソン�
■うみのかくれんぼ／吉野　雄輔�
■こぐまをびっくりさせたのはだれ？／�
　　　　　　　　　　　　ナタ－リヤ・チャルーシナ�
■もも／飯野　まき�
■西表島のマングローブ／横塚眞己人�
■めんたまいけの　さかなつり／菅　瞭三�
■だるまちゃんとてんじんちゃん／加子　里子�
■おふろ／出久根　育�
■いいから　いいから／長谷川義史�
■ミカ！／伊藤たかみ�
■たった３分で友だちになれる！魔法のマップ／斎藤　孝�
■憲法を知ろう！　日本と世界の憲法／池上　彰�
■自然災害のあとで③／横田　崇�
■神さまがくれた漢字たち／山本　史也�
�

児
　
童
　
書�

監　修／横田　崇�
出版社／あかね書房�

　地震・台風(自然災害)にそなえて、
地域の地形・学校や自宅のまわりを
再確認して、この本を参考に、もし
もの時の行動を考えてみませんか？�

　炭火、焚き火で楽しむバーベキュー
から、豪快な鍋料理、海の幸をふんだ
んに使ったごはん・パスタ、干し物＆
燻製レシピまで、潮の香りいっぱいの
絶品メニューが満載。前日の仕込み術
や余り物保存法など野外料理の裏業も
紹介する。�

　むかし、あるお屋敷に、主人と二
人の家来がおりました。ある日、主
人は「このつぼには『ぶす』というた
いへんな毒が入っている。くれぐれ
も近寄らないように」と家来に言い
つけて、出かけていきました。「ぶす」
を見てみたくなった家来は・・・。�

『つくってあそぶ�
伝承遊び集』�
監　修／河合　豊彰・�
　　　　邊見　泰子�
出版社／学習研究社�

　折り紙、草花遊びなど、古く
から子どもたちに親しまれてき
た伝承遊びは、創造力を育て、
知識をのばすものとして見直さ
れています。ぜひ今の子どもた
ちにも味わわせてほしいと思い
ます。�

『豪快！楽しい！シーフード�
野外料理74メニュー』�
著者名／太田　潤�
出版社／成美堂出版�

『狂言えほん　ぶす』　�
著者名／ささめや　ゆき�
出版社／講談社�

※ゆめホールの大スクリーンにて上映します。�

22-4017 28-0128

保健師だより保健師だより�
　『子育て通信　『子育て通信�
　　～指しゃぶりとおしゃぶり～　　～指しゃぶりとおしゃぶり～』�

平戸平戸市保健センター　　市保健センター　　�
　　保健師　平山　将子　　保健師　平山　将子�

保健師だより�
　『子育て通信�
　　～指しゃぶりとおしゃぶり～』�

平戸市保健センター　　�
　　保健師　平山　将子�

��������
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。�

　
指
し
ゃ
ぶ
り
は
お
母

さ
ん
の
お
腹
の
中
に
い

る
胎
児
期
か
ら
み
ら
れ
る
も

の
で
、
乳
児
期
の
指
し
ゃ
ぶ
り
は

自
然
な
行
為
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
口
に

何
か
を
く
わ
え
る
こ
と
に
よ
り
安
心
で

き
満
足
感
を
覚
え
ま
す
。�

　
１
歳
半
ぐ
ら
い
ま
で
の
指
し
ゃ
ぶ
り

は
心
配
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
然
に

ま
か
せ
て
良
い
も
の
で
す
が
、
２
歳
近

く
に
な
っ
て
も
頻
度
の
多
い
指
し
ゃ
ぶ

り
を
続
け
る
と
き
に
は
、
関
わ
り
不
足

な
ど
に
よ
る
不
安
感
や
欲
求
不
満
な
ど

の
解
消
の
た
め
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
は
、
一
緒
に
遊

ぶ
機
会
を
増
や
し
た
り
、
ぴ
っ
た
り
く

っ
つ
い
て
本
を
読
ん
で
あ
げ
る
な
ど
、

赤
ち
ゃ
ん
と
の
関
わ
り
を
増
や
し
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。�

　�

�

�

�

�������

�

�

�

�

 

お
し
ゃ
ぶ
り
に
関
し
て
は
い
ろ
い
ろ

な
考
え
方
が
あ
り
ま
す
が
、�

▼
長
所
と
し
て
は
、�

・
泣
い
て
い
る
時
に
与
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
泣
き
止
ん
だ
り
、
寝
つ
き
が
よ
く

な
り
、
お
母
さ
ん
の
育
児
ス
ト
レ
ス
の

軽
減
に
つ
な
が
る�

・
鼻
呼
吸
を
促
す�

▼
短
所
と
し
て
は
、�

・
乳
児
期
後
半
に
な
る
と
何
で
も
口
に�

入
れ
て
、
物
の
形
や
味
、
硬
さ
を
感
じ

る
こ
と
や
、
口
と
手
の
協
調
運
動
を
学

習
し
ま
す
が
こ
の
機
会
を
減
ら
し
て
し

ま
う�

・
周
囲
の
働
き
か
け
に
対
す
る
声
出
し

や
、
自
分
か
ら
の
発
語
が
で
き
な
い�

・
泣
い
て
い
る
時
に
、「
な
ぜ
泣
い
て

い
る
の
か
」を
考
え
ず
に
お
し
ゃ
ぶ
り

を
与
え
て
お
と
な
し
く
な
る
こ
と
で
、

あ
や
し
た
り
す
る
周
囲
の
言
葉
か
け
が

少
な
く
な
り
、
発
達
に
必
要
な
刺
激
が

減
っ
て
し
ま
う（
指
し
ゃ
ぶ
り
の
場
合

は
、
何
か
欲
求
が
あ
る
と
き
に
は
指
を

離
し
て
泣
い
て
お
母
さ
ん
を
呼
び
ま
す
）�

・
お
し
ゃ
ぶ
り
の
使
用
で
中
耳
炎
に
な

る
回
数
が
増
え
る�

・
不
潔
な
お
し
ゃ
ぶ
り
に
よ
り
、
口
腔

内
カ
ン
ジ
ダ
症
を
お
こ
し
や
す
く
な
る�

・
幼
児
期
に
な
る
と
、
歯
並
び
へ
の
影

響
が
あ
る�

　�　
お
し
ゃ
ぶ
り
の
長
所
短
所
を
知
り
、

使
い
方
と
し
て
は
１
歳
に
な
っ
た
ら
常

時
使
用
す
る
こ
と
は
や
め
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。�

麻
し
ん
・
風
し
ん�

　
混
合
ワ
ク
チ
ン
の�

　
　
予
防
接
種
を�

　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う
！�

は
し
か（
麻
し
ん
）が�

　
　
　
　
大
流
行
し
て
い
ま
す
！�
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新着図書紹介� このほかたくさんの�
新着図書があります!!

みんなの図書館�みんなの図書館�
としょかん�サン・ケア平戸通信�サン・ケア平戸通信�

■平戸市保健センター（サン・ケア平戸） �

　28－1000
■生月支所市民生活課福祉保健班�

   　53－2111
■田平町福祉保健センター�

   　57－0977
■大島支所市民生活課福祉保健班�

   　55－2511



■保険福祉課国保年金班（　内線2590）■佐世保社会保険事務所（　0956-34-1141）�

Vol.21

■名　　　称　宗賀様�

■種　　　別　市指定史跡�

■指定年月日　昭和61年３月31日�

■管　理　者　前平薬師堂講中�

■所　在　地　大島村前平1589番地�

文化財ＤＡＴA

■名　　　称�

　政務役の墓�

■種　　　別�

　市指定史跡�

■指定年月日�

　昭和61年３月31日�

■管　理　者�

　山本氏�

■所　在　地�

　大島村前平1807番地�

文化財ＤＡＴA

　�

■今月のオランダ語ワンポイントレッスン�

lente（レンテ）＝春　zomer（ゾーメル）＝夏�

herfst（ヘルフスト）＝秋　winter（ウィンテル）＝冬�

　夏が来ると、時々オランダ

の夏について質問されます。「オ

ランダの夏はどうですか」、「オ

ランダにも梅雨がありますか」、

「オランダでは夏をどう過ごし

ますか」などの質問です。今回は、

オランダの「夏」について話し

たいと思います。�

国際交流員�

イムケ・シモニスさん�

　国民年金には、経済的な理由などで保険料を納めることが困難な場合には、申請により保険料

の納付が免除される制度があります。免除の種類は所得により、全額免除、４分の３免除、半額

免除、４分の１免除があります。�

　平成18年度分（平成18年７月分から平成19年６月分）の免除申請は、７月31日（火）までの受け付け

となっていますので、保険料の納付が困難な人で、まだ申請が済んでいない人は申請の手続きを

してください。�

　また、平成19年度分（平成19年７月分から平成20年６月分）の免除申請は、７月２日（月）からの受

け付けとなりますので、保険料の納付が困難な人で、平成18年度に継続申請をしていない人は、

７月２日（月）以降に申請の手続きをしてください。�

○申請方法�

　保険福祉課国保年金班、または、各支所市民生活課市民班に備え付けの申請書に、関係書類を

添付して申請してください。�

　去年、友だちが初めて日本からオランダに旅行をして、驚

いたことがいっぱいあったそうです。その中のひとつに、「１

日の長さ」がありました。オランダでは、春から夏にかけて、

サマータイムといって、太陽が出ている時間がだんだん長く

なります。真夏には、夜９時になっても、外はまだ明るくて、

日本人にとっては昼のような感覚だそうです。夕食を遅く食

べても、外はまだ明るくて、夕食ではなく、昼食を食べてい

るようだと言っていました。�

　もうひとつは夏の天気です。昼間の気温はだいたい24～26

℃ぐらいで、過ごしやすいですが、夜になるにつれて気温が

だんだん下がります。日本は昼と夜の気温はあまり変わりま

せんが、オランダでは、昼間の気温と夜の気温の差が10℃以

上もあり、ジャケットやセーターが必要です。もし、みなさ

んが夏にオランダへ旅行するときは、ジャケットを忘れない

でくださいね。�

�

「国民年金保険料免除申請の�
　　　　　　　　　　お知らせ」�
�

宗
賀
様�

政
務
役
の
墓�

大
島
の�

指
定
史
跡
Ⅰ�

�

せ
い

む

や
く�

そ
う

が

さ
ま�に

た

の

く

ぼ

�

じ
ょ
う
お
う�

の
ろ
し�

く
る
し
ま�

�����

　
前
平
の
仁
田
久
保
に
薬
師
堂
が
あ
り
、

裏
手
に
は
供
養
塔
が
並
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
地
は
、
大
島
氏
の
菩
提
寺
、
福
泉

寺（
天
正
10
年〈
１
５
８
２
〉再
興
）の
跡
で
、

薬
師
堂
に
は
最
後
の
領
主
大
島
三
河
守

信
政
公
と
娘
の
位
牌
が
安
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
供
養
塔
は
大
島
氏
一
族
の
も
の
で
、

信
政
公
の
も
の
に
は「
意
察
宗
賀
居
士
　

寛
永
六
年（
一
六
二
九
）十
一
月
七
日
」と

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。�

　
大
島
氏
は
貞
応
３
年（
１
２
２
４
）に
鎌

倉
幕
府
か
ら
地
頭
職
に
任
じ
ら
れ
た
大

江
通
頼
か
ら
寛
永
６
年
に
没
し
た
信
政
公

ま
で
の
約
４
０
０
年
間
、
大
島
を
本
拠
地

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。�

　
京
都
大
番
役（
御
所
の
警
備
）、
的
山
湾

へ
の
遣
明
船
の
寄
港
滞
在
の
受
け
入
れ
、

大
陸
へ
渡
る
渡
唐
船
警
固
、
蒙
古
襲
来
に

備
え
て
の
烽
火
の
演
習
お
よ
び
異
国
船
警

固
な
ど
重
要
な
役
を
務
め
ま
し
た
。
信
政

公
没
後
、
一
族
は
筑
前
黒
田
藩
に
仕
官
し

来
島
と
改
称
し
て
い
ま
す
。
家
伝
の「
来

島
文
書
」は
中
世
の
第
一
級
の
資
料
と
し
て

九
州
大
学
に
所
蔵
さ
れ
、
数
百
年
に
お
よ

ぶ
大
島
氏
の
事
績
や
歴
史
的
背
景
な
ど
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

ち
ゃ
く
な
ん�

����������

　
前
平
公
民
館
の
前
に
初
代
・
２
代
政
務

役
の
墓
地
が
あ
り
、
寛
永
３
年（
１
６
２

６
）に
没
し
た
初
代
政
務
役
の
墓
碑
に「
本

姓
木
曾
　
大
島
政
務
役
　
井
元
弥
七
左
衛

門
」の
銘
が
あ
り
ま
す
。
初
代
政
務
役
木

曾
仙
三
郎
義
利
の
父
・
義
昌
は
、
木
曾
義

仲
か
ら
19
代
目
に
当
た
り
松
本
城（
十
万

石
）に
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
千
葉
に

移
封
さ
れ
義
昌
の
代
で
中
央
の
記
録
か
ら

姿
を
消
し
て
い
ま
す
。
嫡
男
義
利
は
千
葉

を
離
れ
、
関
ヶ
原
の
戦
い
を
避
け
て
壱
岐

の
湯
本
に
西
下
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
平
戸

松
浦
氏
の
招
請
に
よ
り
、
慶
長
６
年（
１

６
０
１
）１
月
、
大
島
政
務
役
と
し
て
前

平
の
神
山
に
着
任
し
て
い
ま
す
。
三
代
政

務
役
・
井
元
弥
七
左
衛
門
義
信
の
と
き
藩

主
の
命
に
よ
り
捕
鯨
業
を
創
業
し
て
成
功

し
、
寛
文
４
年（
１
６
６
４
）に
神
浦
に
移

住
し
て
い
ま
す
。
墓
地
の
奥
に「
木
曾
祖

先
水
向
碑
」が
あ
り
、
木
曾
義
仲
に
連
な

る
は
る
か
な
歴
史
を
偲
ば
せ
て
い
ま
す
。�

 ��

�

さ
い
か
�

み
ず
む
か
い
ひ
�

い

さ
つ
そ
う

が

こ
　
じ

�

き
　
そ
　
そ

�

よ
し
と
し�

せ
ん�

ふ
く
せ
ん�

じ�

 広報 ひらど　2007. 7
Hirado City Public Relations 22

 広報 ひらど　平成19年７月号�
Hirado City Public Relations23



隆乃若奮戦記�

問�
「大島大工」�

　神浦の伝統的町並みの特徴として、①江戸

期の建物が中心部に残っていること②

江戸期から昭和初期まで各時代の建

築技術の変遷が明瞭で連続して建ち

並んでいる、と評価されています。

第25代藩主隆信公（1529～1599）の

とき「米四斗、宛行之者也、船大工四兵

衛」というお墨付を受けた船大工（大浦四兵衛）

がいて、後の代に大島に移住して腕を振るっ

ています。井元氏鯨組が盛んなころです。さ

らに、藩の許可を得て船大工と家大工を分立

させ成功しています。亀岡城（平戸城）をはじ

め藩士の住宅などの設計建築に当たり、千歳

閣建築にも関わっています。特に神社仏閣の

建築に優れ、福岡・佐賀方面にも「大島大工」

の名をとどろかせたと伝えられており、市内

にも大島大工による建物が現存し、歴史

的建築技術として今後さらに価値が出

てくると評されています。町屋の庇下

の持ち送り・方丈に大島大工の意匠

を見ることができます。�

�

隆乃若プロフィール�
■生年月日　昭和51年４月２日�
■身長191cm　体重148kg�
■得 意 技　右四つ・上手投げ�
■初 土 俵　平成４年３月�
�

　平成14年九州場所。西の小結として挑んだ隆乃若関は、大関栃東や
千代大海などの上位力士を次々と破り、11勝４敗の成績で見事敢闘賞
を受賞。大関に昇進するのも時間の問題と思われました。�
　あれから５年。隆乃若関は今、大きな試練の時を迎えています。東
の十両九枚目として５月場所に挑んだ隆乃若関ですが、最後まで自分
の調子を取り戻すことができず、４勝11敗の成績に終わりました。満
身創痍の体で思うような相撲が取れていないことが、誰の目にも明ら
かな場所でした。「立ち合いの力強い踏み込みで相手を圧倒し、すぐ
に左を差し右上手を取り、豪快に上手投げにもっていきました」「立ち
合いから激しく突っ張りを浴びせ、すぐに左を差し、一気に土俵外へ
寄り切りました。目が覚めるようなスピードある相撲でした」という
ような解説者をもうならせる、隆乃若関本来の、荒々しく力強い相撲
の復活を、誰もが待ち望んでいるのではないでしょうか。�
　鳴戸部屋のホームページで「勝ち越し目指して頑張ります」と語ってい
た隆乃若関。今月８日からは名古屋場所が始まります。試練の場所が
続きますが、市民のみなさん、隆乃若関へ引き続きご声援よろしくお
願いします。�

■新 入 幕　平成11年11月�
■生涯戦歴　501勝463敗66休�
■幕内戦歴　229勝242敗39休�
■敢闘賞3回　十両優勝1回　幕下優勝1回　�
■最高位　関脇�

■お問い合わせ　教育委員会大島分室（　内線6140）�

平成19年５月場所（国技館）�

国民健康保険税　税率改正のお知らせ�
保険福祉課国保年金班　　内線2589�
　　　税務課住民税班　　内線2546

　平成19年度の国民健康保険税の税率が次のように改正されましたのでお知らせします。�

区 分 �

�

所 得 割 �

資 産 割 �

均 等 割 �

平 等 割 �

課税限度額�

平　成　19　年　度   �

医　　療　　分   

平　成　18　年　度   �

医　　療　　分   
旧平戸市区域 旧生月町区域 旧田平町区域 旧大島村区域�旧平戸市区域 旧生月町区域 旧田平町区域 旧大島村区域�

11.5%　　10.4% 　 　 8.4% 　　8.4%
10.0%　　32.0%　　31.5%　　30.9%

11.5%　　10.4% 　 　 8.2% 　 　 8.3%

10.0%　　46.0%　　33.0%　　41.0%

24,600円�

22,900円�

560,000円�

24,600円　26,000円　25,400円　23,200円�

22,900円　20,200円　22,200円　22,700円�

530,000円�

区 分 �

�

所 得 割 �

資 産 割 �

均 等 割 �

平 等 割 �

課税限度額�

平　成　19　年　度   �

介　護　分   �

市　内　全　域   

平　成　18　年　度   �

介　護　分   �

市　内　全　域   

１.６%�

２.０%�

  6,500円�

  3,700円�

90,000円�

１.６%�

２.０%�

  6,500円�

  3,700円�

90,000円�

※医療分の税率は、急激な負担増とならないように基金を使用し、それぞれの旧市町村区域ごとに税率を

　設定する「不均一課税」を適用しています。今後も必要に応じ見直しを行い、平成22年度までに「均一課税」

　となります。�

※課税限度額のうち医療分は、53万円から56万円となります。�

�

◆平成19年度　国民健康保険税の納期　　�

納　期　１期　　２期　　３期　　４期　　５期　　６期　　７期　　８期　　９期　　10期�
納付期限　７/２ 　 ７/31 　 ８/31 　 10/１　10/31　11/30　12/25　１/31 　 ２/29 　 ３/31

　国民健康保険は、加入者が病院で支払う一部負担金以外の医療費や出産育児一時金、葬祭費などの給付

の費用を国や県の補助金と国民健康保険税の収入によって賄っています。�

　国民健康保険税の収納率が悪いと、国からの補助金が減額されることになり、国民健康保険税の引き上

げにつながりますので、納期内の納付にご協力をお願いします。�

�

◆国民健康保険税の計算のしかた�
�区　分　　医療分　　介護分 　 　 　 　 　 　 計 　 算 　 方 　 法 �

所得割率�

資産割率�

均等割額�

平等割額�

国保加入者�

国保加入

者のうち

40歳以上

65歳未満�

（平成18年中の所得－33万円）×税率�

平成19年度の固定資産税額（土地・家屋分）×税率�

１人あたりの金額×加入者数�

１世帯あたりの金額�

ひ さ し �

ほうじょう�

▲庇下の持ち送り�
ひさし�

※国民健康保険税は、医療分と介護分の合算額で、算定の基礎となるのは、前年中の所得になります。�

　　例：平成19年度（平成19年４月～20年３月）の国民健康保険税�

⇒平成18年中（１月～12月）の所得により算定します。�

※�

せんざい�

かく�
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市
選
挙
管
理
委
員
会
　
　�
内
線
２
３
６
４
�

第
21
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙�

〜
み
ん
な
で
投
票
、
み
ん
な
で
参
加
、
あ
な
た
の
一
票
大
切
に
〜�

問�

�����

　
任
期
満
了
に
よ
る
第
21
回
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
が
、
次
の
日
程
で
行
わ
れ

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
積
極
的
に
投
票

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
郷
土

が
発
展
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
が
図
ら

れ
ま
す
。
投
票
日
に
は
も
れ
な
く
投
票

し
ま
し
ょ
う
。
選
挙
当
日
、
投
票
所
に

行
っ
て
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
は
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。�

○
投

票

日
　
７
月
29
日（
日
）�

○
公

示

日
　
７
月
12
日（
木
）�

○
投
票
時
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
６
時�

※
高
島
地
区
は
午
後
４
時
ま
で�

▼
投
票
で
き
る
人�

　
昭
和
62
年
７
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
平
成
19
年
４
月
11
日
以
前
か

ら
引
き
続
い
て
本
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人�

▼
選
挙
人
名
簿�

○
登
録
基
準
日
　
７
月
11
日（
水
）�

○
登
　
録
　
日
　
７
月
11
日（
水
）�

○
縦
覧
期
間
　
７
月
12
日（
木
）�

○
縦
覧
場
所
　
市
選
挙
管
理
委
員
会�

▼
期
日
前
投
票�

○
期
日
前
投
票
所
　
平
戸
市
役
所
、
各�

�����

　
支
所
、
各
出
張
所
お
よ
び
中
部
公
会

　
堂（
度
島
町
）�

○
投
票
期
間
　
７
月
13
日（
金
）〜
28
日

　（
土
）�

※
投
票
時
間
お
よ
び
期
間
は
、
各
期
日

　
前
投
票
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。�

※
期
日
前
投
票
は
、
市
内
の
ど
の
期
日�

前
投
票
所
で
も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

第
８
期
日
前
投
票
所（
中
部
公
会
堂
）

に
つ
い
て
は
、
度
島
町
に
お
住
ま

い
の
人
の
み
で
す
。�

▼
不
在
者
投
票�

　
病
院
・
福
祉
施
設
な
ど
に
入
院
、
入

所
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
施
設
が
、
不

在
者
投
票
指
定
施
設
で
あ
れ
ば
、
施
設

内
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。�

▼
郵
便
等
投
票�

　
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
は
、

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
が
、
郵

便
な
ど
で
投
票
で
き
る
制
度
で
す
。「
郵

便
等
投
票
」を
希
望
す
る
人
は
、
申
請

書
に
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
ま
た
は
介
護
保
険
証
を
添
え
て
、
選

挙
管
理
委
員
会
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�

福
祉
事
務
所
児
童
福
祉
班�

　
内
線
２
５
６
９�

マ
マ
の
し
あ
わ
せ
プ
レ
ゼ
ン
ト�

　
　
　
　
事
業
が
始
ま
り
ま
す�

�

問�

�

保
険
福
祉
課
国
保
年
金
班�

　�
内
線
２
5
9
3

限
度
額
・
減
額
認
定
証
の�

有
効
期
限
は
７
月
31
日�

問�

保
険
福
祉
課
国
保
年
金
班�

　�
内
線
２
５
９
０�

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証�

　
　
　
　
　
を
更
新
し
ま
す�

問�

観
光
商
工
課
観
光
班�

　�
内
線
２
２
７
４
�

平
戸
南
風
夜
風
人
ま
つ
り「
夏
の
陣
」�

平
戸
納
涼
花
火
大
会
を�

　
　
　
　
開
催
し
ま
す�

�

問�

�����『
花
火
大
会
速
報
』�

　
毎
年
恒
例
の
平
戸
港
の
花
火
大
会
を

今
夏
も
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し

た
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
平
戸
城
を

バ
ッ
ク
に
打
ち
あ
げ
ら
れ
る
花
火
を
今

年
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

○
と
　
き
　
８
月
11
日（
土
）�

※
荒
天
の
場
合
は
、
翌
週
８
月
18
日（
土
）

　
に
延
期
し
ま
す
。�

○
と
こ
ろ
　
平
戸
港
交
流
広
場�

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
ひ
ら
ど
８

　
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

�����

　
平
成
18
年
度
に
各
該
当
者
へ
交
付
を

し
て
い
ま
し
た「
老
人
医
療
の
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」「
国

民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」「
国
民
健
康
保
険
限
度

額
認
定
証
」「
国
民
健
康
保
険
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」の
有
効
期
限
が
７
月

31
日（
火
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
新
た
に
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
保

険
福
祉
課
国
保
年
金
班
、
ま
た
は
各
支

所
市
民
生
活
課
、
各
出
張
所
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。�

※
な
お
、
減
額
の
認
定
に
つ
い
て
は
、�

平
成
19
年
度
の
市
民
税
が
課
税
さ

れ
て
い
な
い
世
帯（
非
課
税
世
帯
）の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
も
し
く

は
老
人
医
療
受
給
者
が
対
象
で
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

�����

　
現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証（
保
険
証
）は
、
７
月
31
日（
火
）

で
有
効
期
限
が
切
れ
、
無
効
と
な
り
ま

す
。
７
月
下
旬
ご
ろ
世
帯
主
あ
て
新
し

い
保
険
証
を
世
帯
全
員
分
ま
と
め
て
郵

送
し
ま
す
。�

　
保
険
証
が
届
き
ま
し
た
ら
記
載
内
容

に
誤
り
が
な
い
か
、
ま
た
、
加
入
者
全

員
分
あ
る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
８

月
１
日（
水
）以
降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
保
険
福
祉
課
国
保
年
金
班
、
ま

た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
、
各
出
張
所

に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
７
月
末
に
な

っ
て
も
保
険
証
が
届
か
な
い
場
合
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。�

○
注
意
事
項
　
特
別
の
事
情
が
な
い
の�

に
保
険
税
を
滞
納
し
た
場
合
、
保

険
証
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。�

『
保
険
証
に
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
を

設
け
ま
し
た
』�

　
国
民
は
、
臓
器
を
提
供
す
る
権
利
・

し
な
い
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
意
思
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
、
こ
の
権
利
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。�

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
権
利

の
支
援
策
と
し
て
臓
器
提
供
意
思
表
示

欄
を
作
成
し
ま
し
た
。
家
族
で
よ
く
話

し
合
っ
て
、
ご
自
分
の
気
持
ち
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。�

※
臓
器
移
植
に
関
す
る
詳
し
い
お
問
い�

合
わ
せ
は
、（
社
）日
本
臓
器
移
植
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
1
０
１
２
０-

7
8
１
０
６
９�

�����

　
県
で
は
、
お
母
さ
ん
の
子
育
て
を
応

援
す
る
た
め
に
、
一
時
保
育
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る「
利
用
券（
２
千

円
分
）」を
配
布
す
る
事
業
を
７
月
１
日

（
日
）か
ら
実
施
し
ま
す
。
県
と
協
定
を

結
ん
だ
事
業
所
で
あ
れ
ば
、
県
内
の
ど

こ
で
も
家
事
支
援
や
育
児
支
援
の
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。�

　
利
用
券
は
、
次
に
該
当
す
る
人
に
配

布
し
ま
す
。�

①
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年�

３
月
31
日
ま
で
に
母
子
健
康
手
帳

の
交
付
を
受
け
る
す
べ
て
の
妊
婦�

※
配
布
日
か
ら
２
年
間
有
効�

※
母
子
健
康
手
帳
と
一
緒
に
配
布
し
ま�

す
が
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
６
月

ま
で
に
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を

受
け
た
人
に
は
郵
送
し
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
の
期
間
に
県
内
の
市
町

か
ら
転
入
し
た
人
に
つ
い
て
は
、

異
動
前
の
市
町
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。�

②
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年�

３
月
31
日
ま
で
に
県
外
で
母
子
健

康
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
妊
婦
で
、

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
本
市

に
転
入
し
た
人
の
う
ち
、
母
子
健

康
手
帳
の
交
付
日
か
ら
２
年
を
経

過
し
て
い
な
い
人�

※
母
子
健
康
手
帳
交
付
日
か
ら
２
年
間

　
有
効�

※
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
、
市
民
課�

戸
籍
住
民
班
、
ま
た
は
各
支
所
市

民
生
活
課
の
窓
口
で
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。�

【期日前投票所一覧表】�

期日前投票所名　　設置期間　　　　開設時間�

第1期日前投票所�
（平戸市役所）�

第2期日前投票所�
（市ふれあいセンター）�

第3期日前投票所�
（市多目的研修センター）�

第4期日前投票所�
（大島支所）�

第5期日前投票所�
（生月支所）�

第6期日前投票所�
（舘浦出張所）�

第7期日前投票所�
（田平支所）�

第8期日前投票所�
（度島・中部公会堂 ）�

７月13日（金）～�
　　　７月28日（土）�

７月24日（火）～�
　　　７月27日（金）�

７月24日（火）～�
　　　７月27日（金）�

７月26日（木）～�
　　　７月28日（土）�

７月22日（日）～�
　　　７月28日（土）�

７月22日（日）～�
　　　７月28日（土）�

７月24日（火）～�
　　　７月28日（土）�

7月26日（木）～�
　　　７月27日（金）�

午前８時30分～�
　　　　　午後８時�

午前８時30分～�
　　　　　午後８時�

午前８時30分～�
　　　　　午後８時�

午前８時30分～�
　　　　　午後６時�

午前８時30分～�
　　　　　午後８時�

午前８時30分～�
　　　　　午後８時�

午前８時30分～�
　　　　　午後８時�

午前10時～�
　　　　　午後３時�

【 貯水率（H19.６.22現在） 】�

地区名　　貯水施設名称　 　 貯水率�

平　戸�

生　月�

田　平�

大　島�

神 曽 根 ダ ム�

箕 の 坪 ダ ム�

大 元 兼 用 池 �

川 内 兼 用 池 �

福 良 兼 用 池 �

早 福 砂 防ダム�

神 の 川 ダ ム�

桜 川 ダ ム�

久 吹 ダ ム�

東流川砂防ダム �

轟 川 砂 防ダム�

100.00%�

100.00%�

60.00%�

32.00%�

9.40%�

61.00%�

55.61%�

92.93%�

82.00%�

56.80%�

94.10%

　梅雨入りとなりましたが、６月以降、市内でも少

雨の地域があり、その地域の水源（ダム、ため池）に

おいては、水不足が深刻な状況となりつつあります。�

　これから、水を多く使用する季節となりますが、

水道水の安定供給を継続するため、家庭・職場・学

校などにおいて「節水」にご協力をお願いします。�

　なお、最新の貯水率は、市ホームページに掲載し

ています。�

問�水道局給水班　水道局給水班　　２２-３８３８�問�水道局給水班　　２２-３８３８�
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�

市
民
課�

　�
内
線
２
５
２
１�

「
行
政
相
談
委
員
」
が�

　
　
　
決
ま
り
ま
し
た�

問�

農
林
課
農
務
班�

　�
内
線
２
2
5
9

「
県
北
地
区
担
い
手�

　
実
践
農
場
研
修
生
」�

　
　
の
募
集
に
つ
い
て�

問�

農
林
課
農
務
班�

　�
内
線
２
２
５
９�

農
業
大
学
校
説
明
会�

　
　
　
　
の
お
知
ら
せ�

問�

建
設
課
道
路
班�

　
内
線
２
２
3
９�

「
交
通
安
全
総
点
検
」�

改
善
件
数
の
お
知
ら
せ�

�

問�

市
民
課�

　�
内
線
２
５
２
１�

「
市
民
総
合
相
談
所
」�

　
　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
　�

問�

農
委
事
務
局
総
務
班�

　
内
線
２
６
５
３�

「
女
性
農
業
者
研
修
会
」�

参
加
者
募
集�

�

�
問�

����
　
財
政
課
で
は
、
市
の
分
譲
住
宅
地
や

利
用
予
定
の
な
い
市
有
地
に
つ
い
て
、

積
極
的
に
売
却
を
進
め
て
い
ま
す
。
新

た
に
土
地
の
購
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る

人
、
ま
た
は
、
マ
イ
ホ
ー
ム
の
建
築
を

計
画
し
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
財
政
課
管
財
班
、

ま
た
は
、
各
支
所
総
務
企
画
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�����

▼
屋
外
プ
ー
ル�

　
７
月
１
日（
日
）オ
ー
プ
ン�

　
７
月
１
日（
日
）か
ら
９
月
15
日（
土
）

ま
で
屋
外
プ
ー
ル
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

屋
外
プ
ー
ル
で
は
、
流
水
プ
ー
ル
や
ウ

ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
も
楽
し
め

ま
す
。�

　
な
お
、
７
月
７
日
、
８
日
の
２
日
間
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
を
無
料
で
開

放
し
ま
す
。
夏
休
み
期
間
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で
無
休
で
開
園
し
て

い
ま
す
。�

　
ま
た
、
団
体
割
引
も
あ
り
ま
す
の
で
、

子
ど
も
会
な
ど
の
ご
利
用
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。�

▼
ア
ル
バ
イ
ト
募
集�

○
勤
務
内
容
　
プ
ー
ル
の
監
視
・
清
掃�

○
勤
務
資
格
　
18
才
以
上（
高
校
生
不

　
可
）�

○
勤
務
期
間
　
夏
休
み
期
間
中
お
よ
び

　
７
月
の
土
曜
と
日
曜�

○
勤
務
条
件
　
１
日
６
時
間（
週
30
時

　
間
）・
週
休
２
日
・
時
給
７
百
円�

※
土
・
日
曜
、
お
盆
に
出
勤
で
き
る
人�

▼
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル�

　
受
講
生
募
集�

①
小
学
生
コ
ー
ス�

○
期
　
間
　
第
２
期（
７
月
〜
９
月
）�

○
料
　
金�

　
週
１
回 

７
千
円
・
週
２
回 

９
千
円�

　
週
３
回 

１
万
１
千
円�

※
第
３
子
以
降
は
半
額
で
す
。�

②
マ
ス
タ
ー
ズ
コ
ー
ス
（
大
人
の
水
泳

　
教
室
）�

○
対
　
象
　
18
才
以
上
の
泳
げ
な
い
人�

○
期
　
間
　
第
２
期（
７
月
〜
９
月
）�

○
時
　
間
　
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
30�

　
　
　
　
　
分
〜
午
後
８
時
30
分�

○
料
　
金
　
７
千
円�

③
ア
ク
ア
ビ
ッ
ク
コ
ー
ス（
水
中
運
動
）�

○
時
　
間
　
毎
週
火
・
水
・
木
曜
日�

①
午
前
11
時
〜
正
午�

②
午
後
２
時
〜
午
後
３
時�

○
料
　
金
　
５
千
円（
１
か
月
）�

○
講
　
師
　
種
ヶ
嶋
　
篤
志
氏�

※
各
コ
ー
ス
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
シ�

ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。�

�����

　
元
気
な
農
業
、
住
み
よ
い
農
村
に
は

女
性
の
パ
ワ
ー
が
必
要
で
す
。
農
業
、

加
工
、
販
売
と
頑
張
っ
て
い
る
女
性
農

業
者
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。�

○
と
　
き
　
７
月
30
日（
月
）�

　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜�

○
と
こ
ろ
　
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
　�

○
講
　
師
　
山
口
成
美
氏（
お
お
む
ら
　

夢
フ
ァ
ー
ム
シ
ュ
シ
ュ
代
表
取
締
役
）�

�

����

　
入
居
申
込
み
を
さ
れ
る
人
は
、
申
込

書
に
添
付
書
類
を
添
え
て
、
都
市
計
画

課
、
ま
た
は
各
支
所
建
設
課
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。�

○
募
集
戸
数
　
20
戸�

　
平
戸
地
区
６
戸
、
生
月
地
区
９
戸
、�

　
田
平
地
区
５
戸�

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。�

○
提
出
期
限
　
７
月
17
日（
火
）�

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。�

○
住
宅
の
種
類�

　
①
市
営
住
宅�

　
②
市
営
一
般
住
宅�

　
③
特
定
公
共
賃
貸
住
宅�

○
申
込
資
格
　
原
則
と
し
て
、
次
の
全�

て
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。�

①
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行
令
に
定
め

　
ら
れ
た
基
準
内
で
あ
る
こ
と�

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は
除
く�

③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と�

④
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、�

同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
あ
る
こ
と�

○
添
付
書
類
　
①
世
帯
全
員
の
源
泉
徴

　
収
票
ま
た
は
所
得
証
明
書
、
②
納
税

　
証
明
書
、
③
住
民
票
謄
本�

※
ご
注
意
　
入
居
決
定
後
に
入
居
を
辞�

退
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
申
込

む
住
宅
に
つ
い
て
は
十
分
検
討
の
上
、

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。�

財
政
課
管
財
班�

　
内
線
２
３
５
７�

市
有
地
を
売
却
し
ま
す�

�

問�シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど�

　�
23-

８
３
５
１�

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど�

　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ�

申�
・�
問�

�

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集�

都
市
計
画
課
総
務
住
宅
班�

　�
内
線
２
２
８
３
�

�����

　
国
、
県
、
市
の
行
政
に
関
す
る
相
談
、

家
庭
内
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関

す
る
こ
と
、
そ
の
他
人
権
に
関
す
る
相

談
な
ど
、
何
か
困
っ
た
こ
と
や
疑
問
に

思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
料
は
無

料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。�

○
と
　
き
　
７
月
13
日（
金
）午
後
１
時

　
〜
午
後
４
時�

○
と
こ
ろ
　
市
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ

　
ー（
北
部
公
民
館
）�

○
相
談
員
　
長
崎
地
方
法
務
局
平
戸
支�

局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
心
配

ご
と
相
談
員
、
行
政
相
談
委
員�

　�

�

　�

��　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら

委
嘱
を
受
け
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や

要
望
、
相
談
ご
と
な
ど
を
お
聴
き
し
て
、

そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る
市
民
の
み
な

さ
ん
の
相
談
窓
口
で
す
。
平
成
19
年
度

の
行
政
相
談
委
員
と
し
て
５
人
の
み
な

さ
ん
が
新
し
く
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

○
平
戸
地
区
　
永
田
孝
次
郎�

　
　
　
　
　
　
堀
田
　
峰
子�

○
生
月
地
区
　
濱
本
久
美
子�

○
田
平
地
区
　
今
浦
ヒ
ロ
子�

○
大
島
地
区
　
中
倉
　
光
裕�

　
相
談
ご
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

市
民
総
合
相
談
所
を
利
用
す
る
か
、
市

民
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

������

　
「
県
北
地
区
担
い
手
実
践
農
場
研
修

制
度
」は
、
地
域
の
優
秀
な
農
業
者
が

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
な
り
、
新
た
に

農
業
に
取
り
組
む
人
に
対
し
て
、
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
に
よ
る
営
農
技
術
指
導
を
２

年
間
に
わ
た
っ
て
行
う
事
業
で
す
。�

　
長
崎
県
と
平
戸
市
で
は
、
平
成
20
年

度
研
修
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

　
研
修
生
の
定
員
は
、
イ
チ
ゴ
３
人
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
２
人
で
す
。
な
お
、
研

修
生
は
、
１
年
目
に
月
額
10
万
円
の
研

修
支
援
金
を
活
用
で
き
ま
す
。�

○
応
募
資
格�

①
県
北
地
域（
佐
世
保
市
以
北
）で
就
農

　
予
定
の
人�

②
県
北
地
域
の
農
業
関
係
の
学
校
長
、

　
ま
た
は
、
市
町
長
が
推
薦
す
る
人�

③
お
お
む
ね
18
歳
以
上
30
歳
未
満
の
人
。�

た
だ
し
、
前
述
の
人
以
外
で
県
北
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
所
長
が
認
め

る
人�

�����

　
農
業
を
す
る
人
、
し
た
い
人
、
関
連

団
体
・
企
業
へ
就
職
し
た
い
人
へ
、
農

業
大
学
校
の
教
育
内
容
や
学
費
、
入
試

な
ど
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。�

○
と
　
き
　
８
月
20
日（
月
）午
後
１
時�

30
分
〜
午
後
２
時
30
分�

○
と
こ
ろ
　
県
北
農
業
改
良
普
及
セ
ン

　
タ
ー（
佐
世
保
市
吉
井
町
）�

○
申
込
期
間�

　
７
月
９
日（
月
）〜
８
月
10
日（
金
）�

○
申
込
み
　
県
立
農
業
大
学
校
総
務
課

　
ま
で
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。�

　
　
０
９
５
７-

26-

１
０
１
６�

�����

　
昨
年
、
紐
差
地
区
で
行
わ
れ
た「
秋

の
交
通
安
全
運
動
」
期
間
中
の
交
通
安

全
総
点
検
に
お
け
る
指
摘
箇
所
、
改
善

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
指
摘
件
数
１
０
１
件
中
、
改
善
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
99
件
の
う
ち
、
本
年

５
月
末
現
在
で
59
件
の
改
善
が
完
了
し

ま
し
た
。
今
後
も
関
係
機
関
と
協
議
を

行
い
な
が
ら
、
全
指
摘
箇
所
の
早
期
改

善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。�

改善必要件数　改善済件数　　改善率�

①歩道に関すること�

②車道に関すること�

③側溝に関すること�

④電柱・街灯等に関すること�

⑤その他�

　　　　　計�

24�

44�

17�

７�

７�

99

15�

28�

10�

３�

３�

59

63%�

64%�

59%�

43%�

43%�

60%

申�
・�
問�
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赤
ち
ゃ
ん�

保
護
者�

行
　
政
　
区�

■５月の交通事故� ■５月末までの�
　火災救急件数�件　数�

死　者�

負傷者�
（重傷）３名 （軽傷）14名�

（　）内は昨年同期�

火災�

救急�

23件（　10件）�

488件（544件）�

死

亡

�

氏
　
　
名�

年
齢�

死
亡
日�

行
　
政
　
区�

ご
冥
福
を�

お
祈
り
し
ま
す�

篤志および香典返しで、次の方々から�
ご寄付がありました（敬称略）。�善意のともしび�

ひらどふれあい福祉基金へ�
○京都府宇治市　橋本宗二郎　（亡父　忠冨）�
○木引田町　土井タエ子　（亡母　トシノ）�

問�

あ
な
た
の
年
金
記
録
を�

も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
く
だ
さ
い�

佐
世
保
社
会
保
険
事
務
所�

 
０
９
５
６
‐
34
‐
１
１
４
１
�

根
獅
子
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ�

サ
ン
セ
ッ
ト
・
ハ
ル
コ
ン
サ
ー
ト�

問�

�

�

ヒ
ラ
ド
・
ビ
ッ
グ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ
事
務
局�
 �
28
‐
２
０
７
５
�

平
戸
海
上
保
安
署�

　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ�

��

問�

�

�

平
戸
海
上
保
安
署�

 �
22
‐
３
９
９
７
�

台
風
の
シ
ー
ズ
ン
が�

　
　
　
や
っ
て
き
ま
す
！�

�

問�

�

�

九
州
電
力
㈱
平
戸
営
業
所�

 �
22
‐
５
２
９
０
�

「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯
学
習�

　
セ
ミ
ナ
ー
」の
ご
案
内�

問�

�

�

平
戸
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所�

 �
23
‐
2
8
2
8

「
創
業
・
起
業
セ
ミ
ナ
ー
」�

　
　
　
　
　
　
の
ご
案
内�

問�

�

�

(

財)

長
崎
県
産
業
振
興
財
団�

 
0
9
5
‐
８
２
０
‐
３
０
９
１
�

新
規
学
卒
者
の�

　
　
積
極
的
な
採
用
を
！�

�
問�

�

�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
江
迎�

 
０
９
5
6
‐
66-

3
1
3
1

���【
平
戸
地
区
】�

美
野
田
真
衣
 
昌
之
 

杉
山
�

末
永
　
航
 

彰
 

高
麗
町
�

川
上
　
琴
心
 
繁
 

紐
差
第
3
�

前
田
　
将
志
 
義
和
 

西
の
久
保
�

松
口
　
幸
弘
 
謙
治
 

獅
子
第
3
�

鋒
屋
　
利
音
 
康
博
 

幸
の
浦
�

藤
井
　
耀
介
 
誠
司
 

高
麗
町
�

日
高
　
凜
 

大
知
 

鮎
川
�

【
生
月
地
区
】�

松
永
　
啓
聖
 
将
大
 

堺
目
�

塚
本
　
晃
己
 
吉
弘
 

舘
浦
潮
見
�

大
浦
　
寧
々
 
和
夫
 

舘
浦
屋
敷
�

　
田
　
涼
加
 
義
生
 

壱
部
�

【
田
平
地
区
】�

福
浦
　
光
葵
 
秀
貴
 

永
田
�

深
見
　
俊
敦
　
清
隆
 

上
里
�

新
立
　
凛
穏
 
昭
博
 

野
田
�

���【
平
戸
地
区
】�

柳
　
　
駒
夫
 
70
歳
 
5
/
16
 
高
越
�

山
本
　
孟
 

66
歳
 
5
/
17
 
崎
方
町

田
中
　
ユ
キ
 
99
歳
 
5
/
18
 
薄
香
越
�

末
永
　
満
 

69
歳
 
5
/
19
 
木
ヶ
津
第
1

川
村
　
庄
市
 
77
歳
 
5
/
19
 
紐
差
第
1
�

大
石
　
壽
夫
 
77
歳
 
5
/
21
 
猪
渡
谷
�

掛
屋
　
ヤ
シ
 
97
歳
 
5
/
22
 
志
々
伎
浦
�

火
口
熊
一
郎
 
74
歳
 
5
/
22
 
宝
亀
第
2
�

白
石
　
是
 

73
歳
 
5
/
22
 
戸
石
川
�

銀
吉
屋
水
三
郎
 

95
歳
 
5
/
23
 
曲
り
�

田
　
　
和
明
 
70
歳
 
5
/
24
 
中
の
崎
�

岩
田
彌
七
郎
 
77
歳
 
5
/
25
 
中
山
�

寳
亀
　
武
 

86
歳
 
5
/
27
 
山
中
�

鋤
柄
シ
ゲ
子
 
70
歳
 
5
/
28
 
木
引
�

立
石
サ
チ
子
 
86
歳
 
5
/
29
 
田
原
崎
�

牧
田
　
順
子
 
58
歳
 
5
/
30
 
杉
山
�

大
石
　
ハ
ツ
 
90
歳
 
5
/
30
 
敷
佐
�

本
山
　
ス
エ
 
77
歳
 
5
/
31
 
新
町
�

阿
部
　
久
夫
 
83
歳
 
6
/
2
 
田
の
浦
�

渡
部
　
實
 

93
歳
 
6
/
7
 
中
の
崎
�

口
石
　
長
作
 
83
歳
 
6
/
9
 
神
上
�

立
石
　
満
藏
 
82
歳
 
6
/
10
 
大
志
々
伎
�

寺
田
百
合
子
 
75
歳
 
6
/
12
 
坊
方
�

白
石
　
敬
孝
 
85
歳
 
6
/
13
 
川
内
浦
�

島
本
　
ナ
ミ
 
88
歳
 
6
/
14
 
神
崎
�

【
生
月
地
区
】�

白
石
　
傳
樹
 
91
歳
 
4
/
21
 
浦
南
�

萩
尾
オ
シ
ヲ
 
96
歳
 
5
/
17
 
舘
浦
潮
見
�

墨
谷
 
光
 

58
歳
 
5
/
19
 
舘
浦
浜
�

白
石
　
照
三
 
80
歳
 
5
/
20
 
浦
南
�

末
永
フ
ジ
ヱ
 
84
歳
 
5
/
21
 
元
触
�

近
藤
　
タ
ミ
 
86
歳
 
5
/
22
 
舘
浦
潮
見
�

　
田
　
守
一
 
81
歳
 
5
/
26
 
山
田
�

神
田
陽
次
郎
 
70
歳
 
6
/
2
 
山
田
�

　
本
　
律
子
 
67
歳
 
6
/
4
 
元
触
�

田
中
　
イ
チ
 
94
歳
 
6
/
7
 
舘
浦
浜
�

山
口
　
 
雄
 
70
歳
 
6
/
10
 
堺
目
�

宮
　
　
重
夫
 
82
歳
 
6
/
10
 
浦
南
�

深
井
　
深
 

85
歳
 
6
/
12
 
浦
北
�

山
口
　
マ
ツ
 
91
歳
 
6
/
14
 
壱
部
�

【
田
平
地
区
】�

田
中
　
ス
ガ
 
91
歳
 
5
/
18
 
岳
崎
�

眞
浦
　
ヨ
シ
 
73
歳
 
5
/
18
 
小
崎
�

播
摩
チ
カ
子
 
84
歳
 
5
/
25
 
釜
田
�

山
口
 
眞
一
 
100
歳
 
5
/
26
 
福
崎
�

川
島
　
ク
ニ
 
94
歳
 
5
/
28
 
日
の
浦
�

王
田
美
智
子
 
65
歳
 
6
/
10
 
万
場
　

宮
　
ハ
ツ
エ
 
84
歳
 
6
/
11
 
小
手
田
�

松
本
　
ツ
ヤ
 
84
歳
 
6
/
14
 
釜
田
�

須
藤
　
久
 

76
歳
 
6
/
15
 
西
荻
田
�

【
大
島
地
区
】�

大
浦
　
ナ
ル
 
89
歳
 
5
/
15
 
的
山
�

橋
本
　
松
子
 
84
歳
 
6
/
11
 
西
神
浦
�

　
　
　
　（
5
/
16
〜
6
/
15
受
付
分
）�

�����

　
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
デ
ュ
オ「
ハ
ル
」の

コ
ン
サ
ー
ト
も
今
年
で
10
回
目
。
今
年
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
共
同
制
作
し
た
イ
メ

ー
ジ
ソ
ン
グ「
平
戸
ろ
ま
ん
」と「
ね
し
こ
の

浜
旅
情
」の
発
表
が
行
わ
れ
ま
す
。�

������

○
と
　
き
　
７
月
22
日（
日
）�

　
　
　
　
　
午
後
７
時
開
演�

○
と
こ
ろ
　
根
獅
子
海
浜
公
園�

○
特
別
出
演
　
コ
ー
ル
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ス
、�

フ
ラ
ダ
ン
ス（
紐
差
町
野
菊
の
会
）、
バ

ナ
ナ
の
叩
き
売
り
ほ
か�

○
入
場
券（
前
売
り
券
）�

大
　
人（
高
校
生
含
む
） 

２
千
円�

子
ど
も（
小
・
中
学
生
） 

１
千
円�

※
当
日
券
は
、
そ
れ
ぞ
れ
５
百
円
加
算
さ

　
れ
ま
す
。�

○
入
場
券
取
扱
先
　
教
育
委
員
会
、
北
部
・

　
中
部
・
南
部
公
民
館
、
平
戸
観
光
協
会

　
ほ
か�

�����

　
台
風
に
よ
り
電
柱
が
倒
れ
た
り
、
電
線

が
切
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
近

づ
い
た
り
、
触
れ
た
り
す
る
と
大
変
危
険

で
す
の
で
、
発
見
し
た
場
合
は
最
寄
り
の

九
州
電
力
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。�

�

　�

���

▼
巡
視
艇
体
験
航
海（
平
戸
瀬
戸
）�

　
巡
視
艇
に
よ
る
平
戸
瀬
戸
の
体
験
航
海

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。�

○
と
　
き
　
７
月
28
日（
土
）�

午
前
10
時
〜
、
午
前
11
時
〜
、
午
後

１
時
〜
、
午
後
２
時
〜（
各
30
分
）�

○
集
合
場
所
　
平
戸
海
上
保
安
署�

○
対
　
象
　
高
校
生
以
下（
小
学
生
以
下

　
は
保
護
者
同
伴
）�

○
募
集
人
数
　
20
人�

○
申
込
み
　
往
復
は
が
き
を
使
用
し
て
、�

往
信
は
が
き
に
乗
船
希
望
時
間
、
住
所
、

乗
船
希
望
者
全
員
の
名
前
、
年
齢
お

よ
び
電
話
番
号
、
返
信
は
が
き
の
表

に
代
表
者
の
住
所
、
名
前
を
記
入
の

う
え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。�

※
７
月
10
日（
火
）必
着�

▼
１
日
海
上
保
安
署
長�

　
午
前
10
時
か
ら
の
巡
視
艇
体
験
航
海
に

合
わ
せ
、
１
日
海
上
保
安
署
長
と
し
て
、

行
事
に
参
加
す
る
、
小
学
生（
高
学
年
）を

募
集
し
て
い
ま
す
。�

○
募
集
人
員
　
１
人�

○
申
込
み
　
巡
視
艇
体
験
航
海
と
同
じ
　�

�����

　（
財
）長
崎
県
産
業
振
興
財
団
で
は
、
商

工
会
議
所
、
商
工
会
の
協
力
を
得
て
、
創

業
・
起
業
を
考
え
て
い
る
み
な
さ
ん
を
支

援
す
る
た
め
に「
創
業
・
開
業
セ
ミ
ナ
ー
」を

開
催
し
ま
す
。�

○
と
　
き
　
７
月
19
日（
木
）午
後
２
時
〜

　
午
後
５
時
30
分�

○
と
こ
ろ
　
田
平
町
活
性
化
施
設�

○
参
加
費
　
無
料�

�����

　
新
規
高
校
卒
業
予
定
者
を
取
り
巻
く
就

職
環
境
は
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
江
迎
管
内
の
新
規
学
卒
者
の
就

職
状
況
は
、
就
職
率
95
・
４
％
と
高
く
、

そ
の
中
の
７
割
以
上
が
県
外
へ
就
職
し
て

お
り
、
地
元（
管
内
）へ
の
就
職
は
１
割
弱

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
高
卒
求
人
は
、
６
月
20
日（
水
）か
ら
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
受
け
付
け
が
開
始
さ
れ
、

７
月
１
日（
日
）か
ら
公
開
さ
れ
ま
す
。
　

　
県
内（
特
に
地
元
）へ
の
高
校
生
の
就
職

促
進
と
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
も
、
高

卒
求
人
の
早
期
提
出
に
つ
い
て
ご
検
討
く

だ
さ
い
。�

�����

　
「
心
に
見
え
る
も
の
と
見
え
な
い
も
の
」を

テ
ー
マ
に
、
次
の
と
お
り
生
涯
学
習
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。�

○
と
　
き
　
７
月
７
日（
土
）・
８
日（
日
）

　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時�

○
と
こ
ろ
　
北
部
公
民
館�

○
講
　
師
　（
財
）モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
社�

会
教
育
講
師
　
柴
田
　
幸
洋
氏
、
長

船
　
毅
氏�

○
参
加
費
　
１
千
円�

※
た
だ
し
、
別
途
テ
キ
ス
ト
代（
２
８
０
　

円
）が
必
要
で
す
。�

○
主
　
催
　（
財
）モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所�

　み
　
の
　
だ
　
ま
　
い
　
　
　
ま
さ
ゆ
き
�

す
え
な
が
　
わ
た
る
　
　
　
あ
き
ら
�

か
わ
か
み
　
　
こ
と
　み
　
　
し
げ
る
�

ま
え
　だ
　
　
ま
さ
　
し
　
　
よ
し
か
ず
�

ま
つ
ぐ
ち
　
　
ゆ
き
ひ
ろ
　
　
け
ん
　じ
�

ほ
こ
　や
　
　
り

お
ん
　
　
や
す
ひ
ろ
�

ふ
じ
い
　
　
よ
う
す
け
　
　
 せ
い

じ
�

　ひ

だ
か
　
　
り
ん
　
 
　
　
だ
い

ち
�

�ま
つ
な
が
　
　
ひ
ろ

と
　
 
ま
さ
ひ
ろ
�

つ
か
も
と
　
　
こ
う
き
 
　
よ
し
ひ
ろ
�

お
お
う
ら
　
　
ね
　
ね
　
　
か
ず

お
�

は
な

だ
　
　
す
ず

か
　
　
　
よ
し

お
�

�ふ
く
う
ら
　
　
み
つ

き
　
　
ひ
で
た
か
�

ふ
か
み
　
　
と
し
の
ぶ
　
　
き
よ
た
か
�

し
ん
た
て
　
　
り

お
ん
　
　
あ
き
ひ
ろ
�

����や
な
ぎ
は
ら
　
　
こ
ま

お
�

や
ま
も
と
　
　
た
け
し
�

　た

な
か
�

す
え
な
が
　
　
み
つ
る
�

か
わ
む
ら

　
し
ょ
う
い
ち
�

お
お
い
し
　
　
ひ
さ

お
�

か
け

や
�

　ひ

ぐ
ち
く
ま
い
ち
ろ
う
�

し
ら
い
し
　
　
た
だ
し
�

ぎ
ん
よ
し
や
み
ず
さ
ぶ
ろ
う
�

　た

は
ら
　
　
か
ず
あ
き
�

い
わ

た
　
や

ひ
ち
ろ
う
�

ほ
う

き
　
　
　
た
け
し
�

す
き
が
ら
�

��

た
て
い
し
�

ま
き

た
　
　
じ
ゅ
ん
こ
�

お
お
い
し
�

も
と
や
ま
�

　あ
　
べ
　
　
ひ
さ

お
�

わ
た
な
べ
　
　
み
の
る
�

く
ち
い
し
　
　
ち
ょ
う
さ
く
�

た
て
い
し
　
　
み
つ
ぞ
う
�

て
ら

だ
　
ゆ

り

こ

�

し
ら
い
し
　
　
は
る
た
か
�

し
ま
も
と
�

 
 
 
 
 
 
�

し
ら
い
し
　
　
で
ん
じ
ゅ
�

は
ぎ

お
�

す
み

や
　
　
ひ
か
る
�

し
ら
い
し
　
　
し
ょ
う
ぞ
う
�

す
え
な
が
�

こ
ん
ど
う
�

は
ま

だ
　
　
も
り
い
ち
�

こ
う

だ

よ
う

じ

ろ
う
�

は
ま
も
と
　
　
り
つ
こ
�

　た

な
か
�

や
ま
ぐ
ち
　
　
ひ
で
お
�

み
や
ざ
き
　
　
し
げ
お
�

ふ
か

い
　
　
　
ふ
か
し
�

や
ま
ぐ
ち
�

�　た

な
か
�

　ま

う
ら
�

は
り
ま
�

や
ま
ぐ
ち
　
　
し
ん
い
ち
�

か
わ
し
ま
�

お
お

た
　
み

ち

こ
�

み
や
ざ
き
�

ま
つ
も
と
�

　す

と
う
　
　
ひ
さ
し
�

�お
お
う
ら
�

は
し
も
と
　
　
ま
つ

こ
�

13件�

０名�

17名�

�����

　
こ
の
た
び
の
年
金
記
録
を
め
ぐ
る
問
題

に
つ
い
て
は
、
大
変
ご
心
配
を
お
か
け
し

て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。�

　
基
礎
年
金
番
号
に
ま
だ
統
合
さ
れ
て
い

な
い
年
金
記
録
も
、
大
切
に
保
管
し
て
い

ま
す
。�

○
平
成
９
年
の
基
礎
年
金
番
号
の
導
入
以

前
に
は
、
転
職
や
転
居
な
ど
に
よ
り
、
一

人
が
複
数
の
年
金
番
号
を
持
つ
場
合
も
生

じ
て
い
ま
し
た
が
、
一
人
１
番
号
の
基
礎

年
金
番
号
を
用
い
て
、
年
金
記
録
の
確
認

を
簡
易･

迅
速
に
行
え
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。�

○
こ
れ
ま
で
記
録
を
結
び
つ
け
る
た
め
の

照
会
を
全
被
保
険
者
に
行
い
、
ま
た
、
年

金
の
請
求
時
に
も
ご
本
人
に
確
認
し
て
き

ま
し
た
が
、
ま
だ
５
千
万
件（
平
成
18
年

６
月
現
在
）の
記
録
が
、
基
礎
年
金
番
号

に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
未

統
合
の
記
録
は
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
年
金
支
給
に
結
び

つ
か
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。�

『
年
金
記
録
問
題
へ
の�

　
　
新
対
応
策
を
進
め
ま
す
。
』�

　
被
保
険
者
・
年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん

に
は
、
基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
け
ら
れ

て
い
る
加
入
履
歴
を
順
次
送
付
し
ま
す
。

疑
問
が
あ
れ
ば
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。�

○
５
千
万
件
の
記
録
を
、
被
保
険
者
・
年

金
受
給
者
の
記
録
と
突
き
合
わ
せ
、
未
統

合
の
記
録
が
あ
る
可
能
性
の
人
に
は
お
知

ら
せ
し
ま
す
。�

○
社
会
保
険
庁
や
市
町
村
に
記
録
が
な
い

場
合
に
は
、
領
収
書
な
ど
の
証
拠
が
な
く

て
も
、
銀
行
通
帳
の
出
金
記
録
、
元
雇
用

主
の
証
言
な
ど
を
根
拠
と
し
て
、
第
三
者

委
員
会
で
判
断
し
て
も
ら
う
仕
組
み
を
作

り
ま
す
。�

○
５
年
の
時
効
を
超
え
た
場
合
で
も
、
全

額
お
支
払
い
で
き
る
よ
う
に
す
る
特
別
立

法
が
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。�

『
お
問
い
合
わ
せ
に
は�

　
　
真
摯
に
対
応
し
ま
す
』�

▼
佐
世
保
社
会
保
険
事
務
所
の
専
用
窓
口

　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
お
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、「
ね

　
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」ま
で�

 
０
１
２
０-

６
５
７
８
３
０�

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー�

ド
方
式
に
よ
る
年
金
加
入
履
歴
の
取

得
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

○
Ｕ
Ｒ
Ｌ
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w
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